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平
成
1
 
9
年
1
 
0
月
1
 
3
日
出
･
1
 
4
日
価
札
幌

市
の
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
に
於
い
て
､
第
6
 
3

回
拙
全
国
腎
臓
病
協
法
会
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
が
役
員
･
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
3
3
名
の

出
席
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

水
砧
運
営
委
員
(
室
蘭
)
　
の
司
会
に
よ

り
､
山
口
副
会
長
(
苫
小
牧
)
　
の
開
会
の

あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
'
逝
去
さ
れ
た
柄
友

の
冥
福
を
祈
り
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
｡

掛
札
会
長
代
行
(
釧
路
)
　
が
川
村
会
長

に
代
わ
り
挨
拶
に
立
ち
'
川
村
会
長
の
体

調
回
復
を
願
う
言
柴
の
後
'
今
会
議
に
参

加
地
城
野
友
会
が
1
 
3
地
域
'
不
参
加
地
域

腎
友
会
が
1
 
3
地
域
に
及
び
参
加
者
の
少
な

い
の
が
残
念
で
あ
り
ま
す
が
､
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
で
有
意
裁
な
討
論
が
な
さ
れ
ま

す
よ
う
に
､
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
｡

ま
た
翌
日
に
役
員
研
修
会
の
講
師
と
し
て

来
札
さ
れ
た
㈱
全
腎
協
常
務
理
事
の
栗
原

紘
隆
氏
及
び
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
理
事

栗
山
尚
倫
氏
の
紹
介
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
｡

続
い
て
議
長
に
小
平
運
営
委
員
(
旭
川
)

を
選
出
し
て
議
題
に
入
り
ま
し
た
｡

臼

　

担

M
　
地
域
患
者
全
組
織
活
動
報
告

(
旭
　
川
)

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
の
実
施

○
ピ
ア
･
サ
ロ
ン
の
実
施

0
1
P
A
･
全
腎
協
街
頭
署
名
活
動

○
〟
き
ょ
く
じ
ん
″
文
化
祭
準
備

(
岩
見
沢
)

○
太
夫
温
泉
｢
万
乗
の
湯
｣
お
花
見
開
催

○
い
わ
み
ざ
わ
熱
情
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
街
頭
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

○
合
同
医
療
講
演
会
　
(
三
笠
腎
友
会
･

岩
見
沢
ク
リ
ニ
ッ
ク
)
　
予
定

○
日
月
上
旬
病
院
と
の
座
談
会
を
予
定

(
江
　
別
)

○
春
の
日
帰
り
旅
行

0
1
 
9
年
度
街
頭
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
(
9

月
9
日
)

(
小
　
樽
)

○
会
員
全
員
に
暑
中
見
舞
い
発
送
　
(
7

月
2
5
日
)

○
腎
移
植
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(
9
月
2
3
日
)

○
親
睦
旅
行
会
を
予
定
　
(
1
 
0
月
6
･
7

日
)

(
オ
ホ
ー
ツ
ク
)

○
物
品
販
売
(
だ
し
わ
り
損
油
)
(
花
火
)

o
｢
ふ
れ
愛
2
0
0
7
網
走
｣
参
加
(
腎

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
署
名
活
動
)

○
オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
移
植
懇
談
会
開
催
予

定

(
北
　
見
)

○
花
見
交
流
会
自
然
休
養
村

○
道
腎
協
青
年
部
交
流
会
(
屈
斜
路
湖
)

○
北
見
市
ふ
れ
あ
い
広
場
参
加
(
腎

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
署
名
活
動
)

○
医
療
講
演
会
　
(
腎
移
植
を
考
え
る
)

○
腎
友
会
宿
泊
旅
行
(
網
走
'
友
愛
荘
)



I
(
釧
　
路
)

○
災
害
時
の
透
析
医
療
確
保
･
給
水
磁

力
等
の
実
情
調
査

○
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
(
つ
る

い
パ
ー
ク
)

○
腎
移
植
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(
9
月
2
3
日
)

(
札
　
幌
)

○
施
設
訪
問
(
9
施
設
に
患
者
会
活
動

協
力
を
依
頼
)

○
慢
性
腎
臓
病
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

協
力
'
患
者
会
活
動
を
広
報

○
講
演
会
･
長
期
透
析
者
表
彰
式

○
腎
提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(
滝
　
川
)

○
滝
川
健
康
ま
つ
り
に
参
加
　
(
腎
バ
ン

ク
コ
ー
ナ
ー
設
置
)

○
患
者
会
の
名
称
･
存
続
を
検
討

(
伊
　
達
)

○
伊
達
赤
十
字
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加

(
意
思
表
示
カ
ー
ド
･
リ
ス
ト
バ
ン

ド
配
布
)

○
日
帰
り
バ
ス
旅
行
(
千
歳
ビ
ー
ル
工

場
)

(
道
　
南
)

○
道
南
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会
か
ら

道
南
腎
友
会
に
名
称
変
更

○
医
療
講
演
会
(
6
月
3
日
)

○
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
r
T
l
ン
　
(
森
町

ち
ゃ
っ
ぷ
林
館
)

(
十
　
勝
)

○
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
･
焼
き
肉
交
流

会
○
腎
移
植
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(
9
月
9
日
)

○
シ
イ
タ
ケ
狩
　
(
1
 
0
月
7
日
予
定
)

(
苫
小
牧
)

○
春
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
(
ア
ル
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
)

○
苫
小
牧
副
市
長
に
面
会
(
福
祉
店
4

店
目
設
置
要
望
)

○
腎
移
植
推
進
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
苫
小
牧
市
役
所
に
要
望
､
ガ
ソ
リ
ン

券
の
補
助
･
障
害
者
に
配
慮
し
た
施

設
の
住
居
･
腎
移
植
の
啓
発
･
雇
用

情
報
の
提
供
へ
　
合
わ
せ
て
署
名
活
動

も
実
施
予
定

(
深
　
川
)

○
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り

(
室
　
蘭
)

○
ふ
れ
あ
い
祭
り
参
加
　
(
模
擬
売
店
･

国
会
請
願
署
名
･
腎
移
植
推
進
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
意
思
表
示
カ
ー
ド
配
布
)

○
日
帰
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
(
洞
爺

湖
)

(
留
　
萌
)

○
海
水
浴
場
ク
リ
ー
ン
作
戦
参
加

○
家
族
旅
行
(
天
人
峡
温
泉
)

○
ふ
れ
あ
い
広
場
参
加
予
定
　
(
腎
移
植

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
)

(
稚
　
内
)

○
ふ
れ
あ
い
祭
り
参
加
　
(
意
思
表
示

カ
ー
ド
･
リ
ス
ト
バ
ン
ド
配
布
)

○
災
害
時
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
配
布

(
小
治
水
)

○
物
品
販
売
　
(
花
火
･
だ
し
わ
り
醤
油
)

○
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
2
0
0
7
参
加

(
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
)

(
士
　
別
)

○
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
2
0
0
7
参
加

(
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
)

へ
名
　
寄
)

○
医
療
講
演
会
　
(
6
月
2
4
日
)

○
市
に
対
し
透
析
時
間
･
ベ
ッ
ド
の
増

床
･
透
析
室
の
拡
張
を
要
望

各
地
域
腎
友
会
は
､
役
員
の
高
年
齢
化
･

後
継
役
員
不
足
等
の
共
通
的
な
問
題
を
抱

え
な
が
ら
も
'
各
地
の
実
情
に
合
わ
せ
て
親

睦
会
･
勉
強
会
･
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
･
自
治

体
に
対
す
る
要
望
活
動
等
を
行
い
ま
し
た
｡

似
　
平
成
1
 
9
年
度
第
1
､
2
回
運
営
会
議

報
告第

1
回
は
第
3
0
回
定
期
総
会
の
報

告
'
1
9
年
度
活
動
方
針
の
具
体
化
に
つ

い
て
｡
第
2
回
は
前
期
活
動
報
告
､
市

民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
'
道
と
の
意
見
交
換

会
等
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
｡

㈱
　
道
腎
協
前
期
活
動
報
告

道
腎
協
結
成
3
0
周
年
記
念
事
業
､
記

念
医
療
講
演
会
開
催
と
結
成
3
0
周
年
記

念
誌
作
成
経
過
報
告
'
北
海
道
難
病
連

全
道
集
会
腎
臓
病
部
会
医
療
講
演
会
の

開
催
へ
　
慢
性
腎
臓
病
(
C
K
D
)
市
民

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

州
　
道
腎
協
前
期
会
計
報
告

㈲
　
道
腎
協
前
期
会
計
監
査
報
告

平
成
1
 
9
年
1
 
0
月
日
日
㈹
実
施
さ
れ
ま

し
た
｡

㈲
　
道
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て

7
項
目
の
要
諦
事
項
及
び
今
後
の
行

動
予
定
に
つ
い
て
討
議
･
承
認
さ
れ
ま

し
た
｡

M
　
第
3
7
次
国
会
請
願
署
名
･
募
金
活
動

に
つ
い
て

道
腎
協
目
標
5
万
名
を
達
成
す
る

為
'
会
員
1
人
1
2
名
の
協
力
を
目
標
に

運
動
し
ま
す
｡

㈲
　
第
3
1
回
定
期
総
会
に
つ
い
て

平
成
2
0
年
6
月
1
日
脚
､
滝
川
市
滝

川
ホ
テ
ル
三
浦
華
園
に
て
開
催
予
定
｡

㈱
　
道
腎
協
組
積
検
討
委
員
会

第
1
､
2
回
組
織
検
討
委
員
会
の
活

動
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
｡



道
腎
協
青
年
部
活
動
に
つ
い
て

平
成
1
 
9
年
7
月
2
 
1
日
出
2
2
日
間
道

腎
協
再
年
部
交
流
会
を
屈
斜
路
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
で
実
施
し
ま
し
た
(
参
加
者

1
 
4
名
)
.
又
'
各
地
域
腎
友
会
に
対
し

て
4
9
歳
迄
の
会
員
へ
の
有
年
部
加
入
の

働
き
か
け
'
情
報
の
提
供
を
求
め
る
と

の
お
願
い
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
｡

そ
の
他

川
村
会
長
が
体
調
不
良
の
為
当
分
の

間
､
掛
札
副
会
長
に
会
長
職
代
行
を
お

願
い
し
ま
し
た
｡

2
日
目
の
役
員
研
修
会
も
終
わ
り
､

最
後
に
山
谷
運
営
委
員
(
道
南
)
　
に
よ

り
閉
会
の
挨
拶
が
あ
り
'
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
｡

平
成
1
 
9
年
1
 
0
月
1
 
4
日
倒
､
午
前
9
時
か

ら
拙
全
腎
協
常
務
理
事
栗
原
紘
隆
氏
を
招

晒
し
て
'
役
員
･
オ
ブ
ザ
バ
ー
4
 
0
名
の
出

席
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
C

-
　
後
期
高
齢
者
医
療
と
は

-
　
制
度
の
開
始

平
成
2
0
年
4
月
1
日
か
ら
都
道

府
県
が
運
営
す
る
　
｢
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
(
広
域
連
合
)
｣
で

開
始

2

　

対

　

象

7
5
歳
以
上
は
全
員
一
人
ひ
と
り

が
被
保
険
者

6
5
歳
以
上
7
4
歳
の
透
析
患
者
は

任
意
(
選
択
)
　
※
注

1
人
に
1
枚
の
保
険
証
発
行

r
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

課
題
に
つ
い
て
｣

●
7
 
5
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
(
6
 
5
歳
以
上

7
5
歳
未
満
の
透
析
患
者
は
任
意
)
　
※
注

が
住
ん
で
い
る
市
町
村
が
加
入
し
て
い

る
広
域
連
合
の
運
営
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
｡

こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

だ
っ
た
人
は
も
ち
ろ
ん
､
健
康
保
険
組

合
や
共
済
組
合
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人

も
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
｡

●
被
保
険
者
に
は
'
新
し
い
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
独
自
の
保
険
証
が
1
人
に
1

枚
発
行
さ
れ
ま
す
｡

●
透
析
患
者
で
6
5
歳
か
ら
円
歳
ま
で
の
人

は
､
今
ま
で
は
殆
ど
の
方
が
老
人
保
健

制
度
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
'
新
し
い

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
か

加
入
し
な
い
か
を
選
ぶ
事
が
で
き
ま

す
｡

(
選
ぶ
際
に
考
慮
す
る
点
は
)

①
費
用
の
面
‥
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
保
険
料
額
と
こ
れ
ま
で
入
っ
て
い

た
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
保
健
額
｡

扶
養
家
族
が
あ
る
人
の
場
合
は
そ
の

家
族
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
保
険

料
嶺
｡
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
比
較
し

て
'
負
担
が
多
く
な
ら
な
い
か
ど
う

か
を
考
慮
す
る
｡

②
治
療
の
面
‥
診
療
報
酬
が
変
更
さ
れ

る
場
合
'
現
在
受
け
て
い
る
透
析
治

療
と
内
容
に
差
が
な
い
か
な
ど
で
す
｡

※
注
　
北
海
道
現
在
の
状
況
は
p
5
参
照

2
　
医
療
葺
の
共
用
分
担

患
者
の
窓
口
負
担

一
般
は
1
割
･
現
役
並
所
得
者
は

3
割
　
〓

窓
口
負
担
を
除
い
た
分

保
険
料
　
1
割
(
医
療
費
増
大
1

負
担
増
)

公
　
費
　
5
割
(
税
金
)

支
援
金
　
4
割
(
現
役
世
代
の
負

担
)

●
後
期
高
齢
者
の
医
療
に
か
か
る
費
用
の

う
ち
､
医
療
機
関
で
支
払
う
窓
口
負
担

(
月
額
上
限
有
り
)
　
を
除
い
た
分
を
'

公
費
(
国
･
都
道
府
県
･
市
町
村
)
　
が

5
割
'
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
(
若
年

者
の
保
険
料
)
　
4
割
を
負
担
Q
　
残
り
の

1
割
を
後
期
高
齢
者
が
保
険
料
と
し
て

負
担
し
ま
す
｡

●
保
険
料
は
被
保
険
者
全
員
が
頭
割
で

負
担
す
る
｢
均
等
割
頼
｣
と
､
被
保
険

者
の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る
｢
所
得

割
額
｣
の
合
計
に
な
り
ま
す
｡
所
得
の

低
い
人
や
健
康
保
険
等
の
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
人
は
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま

す
｡
ま
た
､
制
度
発
足
の
来
年
4
月
か

ら
は
'
医
療
保
険
で
か
か
っ
た
自
己
負
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+後期高齢者医療制度道内の保険料(年額)の目安+

年金収入 �%��y�)XB�剳v婦2人世帯 
保険料総額 傀ｩ;險Hｧ｢�gSSJ* 兢ｸﾊ��ﾙ�2�所得創痕 仂�9册Yx｢�

120万円 ��iﾃ#���冷�0円 ��iﾃ#���冷�ベｨB��2万5800円 ��冷�2万5800円 (7割) 

1JI()万円 ��iﾃ#���冷�0円 ��iﾃ#���冷�ベｨB��2万5800円 ��冷�2万58()0円 (7割) 

160万円 ��iﾃ田��冷�6700円 ��iﾃ#���冷�ベｨB��3万2500円 田s��冷�2万5800円 (7割) 

180万円 妬iﾃ�S��冷�2万6000円 �9iﾃCS��冷��(ｨB��6万91()0円 �)iﾃc���冷�4万3100円 (5割) 

200万円 土iﾃ都��冷�4万5200円 �9iﾃCS��冷��(ｨB��11万4200円 的iﾃS#��冷�6万9000円 (2割) 

220万円 ���iﾃs���冷�6万4500円 的iﾃ3���冷� 妬iﾄﾃ�S��冷�6万9000円 (2割) 

2`10万円 ��)iﾃc���冷�8万3700円 的iﾃ3���冷�18万9900円 悼iﾃ3s��冷�8万6200円 

260万円 ��Iiﾃc���冷�10万3000円 的iﾃ3���冷�18万9200円 ���iﾃ3���冷�8万6200円 

280万円 ��iiﾃVfﾄ��冷�12万2300円 的iﾃ3���冷�20万8500円 ��)iﾃ#3��冷�8万6200円 

300万円 ��永ﾃCs��冷�14万1600円 的iﾃ3���冷�22万7800円 ��Iiﾃ�c��冷�8万6200円 

※北海道後期高齢者医療広域連合の条例から拭乳100円未満は四捨五入｡カッコ内
は減額の割合｡夫婦2人世帯は共に75歳以上で.秦の年金収入が135万円以下q

-5-

把
と
介
護
保
険
で
か
か
っ
た
自
己
負
担

の
合
計
が
著
し
く
高
額
に
な
る
場
合

に
'
そ
の
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
制

磨
(
高
歯
介
護
合
算
療
養
費
制
度
)
が

新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
｡

全
腎
協
の
活
動
に
つ
い
三

全
腎
協
の
主
張

①
透
析
に
関
す
る
診
療
報
酬
点
数
は
'

年
齢
に
関
係
な
く
高
齢
者
も
若
年
者

や
壮
年
者
と
同
じ
で
あ
る
べ
き
で
､

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
の
新
し
い

診
療
報
酬
体
系
に
お
い
て
も
現
行
の

診
療
報
酬
を
変
え
る
べ
き
で
な
い
｡

②
そ
も
そ
も
診
療
報
酬
は
､
患
者
が
安

心
･
安
全
な
医
療
を
受
け
る
上
で
の

担
保
と
な
る
も
の
で
'
透
析
に
関
す

る
診
療
報
酬
点
数
を
現
行
よ
り
引
き

下
げ
る
べ
き
で
な
い
｡

③
後
期
高
齢
者
と
い
え
ど
も
す
べ
て
の

者
が
終
末
期
医
療
の
対
象
者
で
は
な

い
｡
ま
し
て
､
透
析
は
生
命
維
持
の

た
め
の
治
療
で
あ
り
'
終
末
期
医
療

と
は
相
容
れ
な
い
性
質
の
も
の
で
あ

る
｡

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
内
容
を
答
申

す
る
'
社
会
保
障
審
議
会
｢
特
別
部
会
｣

の
要
員
の
皆
様
に
｢
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
透
析
患
者
の
考
え
方
｣
　
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
の
要
望
と
透
析
患
者
の
実

情
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
活
動
'
広
域
連

合
に
対
す
る
要
望
活
動
も
､
全
腎
協
･
全

国
の
都
道
府
県
腎
協
で
展
開
し
て
い
ま

す
｡平

成
2
0
年
度
診
療
報
酬
改
訂
に
つ
い
て

全
腎
協
は
､
来
年
4
月
の
改
訂
に
む
け

て
　
｢
透
析
時
間
区
分
制
復
活
｣
､
｢
人
工
腎

臓
技
術
料
｣
や
｢
慢
性
維
持
透
析
患
者
外

来
医
学
管
理
料
(
検
査
)
｣
　
の
引
き
下
げ

反
対
の
要
望
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

厚
生
労
働
委
員
会
所
属
の
議
員
や
'
診

療
報
酬
を
審
議
す
る
中
央
社
会
保
険
医
療

協
議
会
に
委
員
を
出
し
て
い
る
'
連
合
と

も
定
期
的
に
懇
談
会
を
も
っ
て
い
ま
す
｡

ま
た
'
日
本
医
師
会
･
日
本
透
析
医
会
と

も
会
合
を
も
ち
'
そ
れ
ぞ
れ
'
連
携
し
な

が
ら
透
析
医
療
全
体
を
守
る
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
｡

最
後
に
'
患
者
会
が
命
を
か
け
て
､
医

療
費
の
自
己
負
担
軽
減
や
身
体
障
害
者
医

療
適
用
へ
障
害
者
年
金
受
給
な
ど
､
様
々

な
福
祉
制
度
を
実
現
し
た
こ
と
を
患
者
会

活
動
の
成
果
と
誇
り
と
L
t
　
そ
れ
を
前
面

に
出
し
て
､
会
員
の
組
織
率
を
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
'
お
話
で
し
た
｡

(
報
告
　
堀
井
　
和
彦
)

道
で
は
6
5
歳
以
上
の
透
析
患
者

が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
選
択

し
な
い
場
合
､
マ
ル
障
制
度
の
適

応
を
除
外
す
る
と
い
う
事
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
｡

道
は
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村

に
対
し
て
実
情
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
し
て
お
り
､
今
年
中
に
は
結
論

を
示
す
と
し
て
い
ま
す
が
'
現
行

で
も
老
人
保
健
制
度
の
非
加
入
者

に
は
マ
ル
降
は
適
応
し
て
い
な
い

と
の
事
で
'
厳
し
い
情
勢
下
に
あ

る
と
思
い
ま
す
｡
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
加
入
の
是
非
の
意
思
表
示

に
つ
い
て
は
'
も
う
少
し
情
報
収

集
が
必
要
で
す
｡
各
地
域
腎
友
会

で
も
市
町
村
担
当
課
に
お
同
い
合

せ
下
さ
い
｡



血液透析はなぜ必要か

乍不全になると･目

尻暮*がたまる

水分がたまる

t♯TのPI書ができなくなる

血液のpHが散性に付く

*血になる

カルシウム代折Jt常がおこる

が上昇する~--　~-I-

厄SlCr^tTis.ol二､

3 t解Xのバランスの胡

4血液を弔アルカリ性に1

5造血刺激ホルモンの力

8不要になったホルモ:

:
T
i
闇
黒
ー

廃
･
･
&
･
9
㌦
娼
謂
報
指
針
認
し
ま
し
ょ
う
～

-
-
止
㈲
二
ユ
･
ト
リ
シ
ョ
ン
ウ
ィ
ン
グ
襲
撃
平
泉
　
幸
子
先
生

第
3
 
4
回
難
病
連
全
道
集
会
　
腎
臓
病
部
会
　
8
月
4
日
胤

は
じ
め
に

私
が
栄
養
士
に
な
り
ま
し
た
の
は
昭
和

=
い
め
い
.
.
)

朋
年
で
す
｡
そ
の
頃
の
透
析
食
は
梁
明
期

と
い
っ
て
も
よ
く
'
透
析
療
法
と
栄
養
学

と
が
マ
ッ
チ
し
て
い
な
い
事
を
痛
感
し
､

病
院
内
外
問
わ
ず
皆
様
か
ら
い
ろ
い
ろ
ご

意
見
を
戴
き
ま
し
た
｡

そ
れ
か
ら
糾
年
経
ち
ま
し
た
o
　
さ
あ
'

ど
う
で
し
ょ
う
｡
今
の
透
析
食
は
､
透
析

食
の
基
本
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
自
由
度
が

広
が
り
'
味
気
な
い
パ
サ
バ
サ
し
た
透
析

食
か
ら
楽
し
み
の
あ
る
透
析
食
へ
と
変
わ

り
ま
し
た
｡
非
常
に
大
き
く
変
わ
っ
て
き

た
要
因
は
'
医
療
関
係
者
の
皆
様
の
努
力
､

医
療
工
学
の
発
展
'
そ
し
て
患
者
さ
ん
の

自
己
管
理
が
非
常
に
良
く
な
っ
た
事
だ
と

思
い
ま
す
｡
今
日
は
せ
っ
か
く
の
機
会
で

す
か
ら
皆
様
と
一
緒
に
､
透
析
療
法
と
そ

の
食
事
に
つ
い
て
お
さ
ら
い
を
し
て
み
ま

し
ょ
う
｡

腎
臓
の
働
き
と
血
液
透
析

よ
く
お
酒
を
飲
み
ま
す
と
五
臓
六
肺
に

染
み
渡
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
'
こ
の
五
臓

の
中
に
は
食
べ
た
物
を
栄
養
素
と
し
て
合

成
す
る
工
場
で
あ
る
肝
臓
が
あ
り
ま
す
｡

肝
臓
は
体
重
の
2
%
を
占
め
る
ほ
ど
一
番

重
い
臓
器
で
す
｡
ま
た
栄
養
素
が
全
て
利

用
さ
れ
て
最
後
に
残
っ
た
老
廃
物
を
排
椎

す
る
最
大
の
臓
器
が
腎
臓
で
す
.
次
い
で

肺
で
す
が
､
肺
は
常
に
呼
気
と
し
て
炭
酸

ガ
ス
と
水
を
出
し
て
い
ま
す
｡
さ
て
､
私

た
ち
が
食
べ
る
食
事
の
三
大
栄
養
素
は
､

炭
水
化
物
･
た
ん
ば
く
東
･
脂
肪
で
す
.

こ
の
3
大
栄
養
素
が
身
体
の
中
で
利
用
さ

れ
た
時
に
最
終
生
産
物
と
し
て
糖
質
･
脂

質
は
､
炭
酸
ガ
ス
と
水
に
な
り
ま
す
｡
し

か
し
'
た
ん
ば
く
質
に
は
炭
酸
ガ
ス
と
水

の
他
に
窒
素
成
分
や
硫
黄
な
ど
が
含
ま
れ

ま
す
｡ま

た
身
体
の
新
陳
代
謝
に
よ
っ
て
も
窒

素
成
分
(
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
)
が
分
解
産
物

と
し
て
出
ま
す
が
､
こ
れ
ら
の
窒
素
成
分

は
'
尿
素
窒
素
(
B
U
N
)
･
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
･
尿
酸
と
し
て
､
必
ず
腎
臓
か
ら
､

尿
に
溶
け
て
し
か
排
池
さ
れ
ま
せ
ん
｡

そ
し
て
､
屯
解
質
も
ナ
ト
リ
ウ
ム
　
(
N
)

は
汗
で
排
出
さ
れ
ま
す
が
'
カ
リ
ウ
ム

(
K
)
･
硫
黄
(
S
)
リ
ン
　
(
p
)
等
は
便

に
多
少
出
る
他
は
､
ほ
と
ん
ど
腎
臓
か
ら

尿
中
に
排
出
さ
れ
ま
す
｡

(
図
1
)
　
腎
臓
の
働
き
は
図
の
よ
う
に

な
り
ま
す
が
腎
不
全
に
な
る
と
､
尿
が
出

な
い
た
め
身
体
に
尿
毒
素
　
(
尿
素
窒
素
･

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
･
尿
酸
等
)
　
が
た
ま
り
ま

す
.
ま
た
排
尿
の
な
い
分
が
体
重
の
増
と

な
り
屯
解
質
の
調
整
が
で
き
な
く
な
り
'

血
液
の
=
B
が
酸
性
に
傾
く
よ
う
に
な
り
ま

す
｡
こ
の
図
の
1
-
4
の
も
の
を
調
整
す

る
の
が
人
工
透
析
で
す
｡
腎
臓
の
働
き
の

5
-
8
の
充
血
･
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
果
常

等
の
問
題
は
人
工
透
析
だ
け
で
は
な
か
な

か
解
決
で
き
な
い
事
で
､
薬
剤
が
使
用
さ

れ
ま
す
｡

透
析
液
の
組
成

簡
単
に
い
う
と
'
透
析
は
タ
イ
ア
ラ
イ

ザ
-
の
膜
を
は
さ
ん
で
血
液
と
透
析
液
を

す
り
あ
わ
せ
て
'
血
液
を
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

す
る
事
で
す
｡
以
前
'
｢
物
事
は
な
ん
で

も
高
い
方
か
ら
低
い
方
に
流
れ
る
､
愛
惜

も
高
い
方
か
ら
低
い
方
に
流
れ
る
の
だ
｡
｣

と
い
う
講
義
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま



す
c
J
.
(
図
2
)
透
析
で
も
腎
臓
の
代
わ
り

に
排
出
し
た
い
物
質
は
高
い
方
か
ら
低
い

方
に
流
れ
る
よ
う
に
透
析
液
の
濃
度
が
低

く
調
整
さ
れ
､
逆
に
身
体
に
補
い
た
い
も

の
は
透
析
液
の
め
度
が
高
く
調
整
さ
れ
て

お
り
ま
す
｡
ナ
ト
リ
ウ
ム
　
(
N
a
)
　
の
透
析

液
濃
度
は
正
常
血
液
濃
度
と
あ
ま
り
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
｡
透
析
で
徐
水
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
水
分
と
一
緒
に
取
り
除
か
れ
る

か
ら
で
す
｡
カ
リ
ウ
ム
　
(
K
)
　
は
'
尿
中

排
継
が
な
い
た
め
透
析
前
は
高
く
な
り
ま

す
か
ら
'
透
析
液
浪
度
は
低
く
し
て
あ
り

ま
す
｡
こ
の
カ
リ
ウ
ム
　
(
K
)
　
は
食
事

と
も
密
接
な
関
係
で
､
ご
苦
労
し
て
い
る

方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
｡

カ
ル
シ
ウ
ム
　
(
c
a
)
　
は
身
体
に
補
い
た

い
物
質
で
す
が
'
透
析
液
浪
度
は
正
常
血

液
濃
度
か
ら
は
少
し
低
く
し
て
あ
り
ま

す
Q
　
そ
れ
は
'
カ
ル
シ
ウ
ム
や
リ
ン
の
調

整
の
た
め
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン

D
が
服
用
さ
れ
る
等
の
関
係
で
､
透
析
液

浪
度
が
少
し
低
く
て
も
透
析
後
に
は
血
液

中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
濃
度
が
補
わ
れ
る
か
ら

で
す
｡
重
炭
酸
(
H
c
O
r
e
)
　
は
血
液
の

E
=
G
が
酸
性
に
傾
く
の
で
調
節
の
た
め
必
要

で
す
｡
ま
た
ブ
ド
ウ
糖
が
透
析
液
の
浸

透
圧
を
上
げ
る
た
め
入
っ
て
お
り
ま
す
｡

尿
素
窒
素
　
(
B
U
N
)
･
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

(
C
)
･
尿
酸
'
リ
ン
　
(
p
)
は
､
血
液
か

ら
取
り
除
か
れ
る
よ
う
に
と
透
析
液
に
は

入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
｡
尿
素
窒
素
(
B
U

N
)
は
主
と
し
て
食
事
由
来
の
た
ん
ば
く

某
の
分
解
産
物
(
老
廃
物
)
　
で
す
か
ら
'

た
ん
ば
く
質
摂
取
E
B
の
目
安
と
も
な
り
ま

す
.
ま
た
食
事
摂
取
日
出
が
少
な
く
､
生
命

維
持
の
た
め
に
身
体
の
体
た
ん
ば
く
田
が

使
わ
れ
て
も
B
U
N
は
高
く
な
り
ま
す
｡

ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
筋
肉
細
胞
中
の
窒
素
成

分
で
す
｡
私
た
ち
の
細
胞
は
侮
日
古
い
細

胞
と
新
し
い
細
胞
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
ま

す
｡
細
胞
の
新
陳
代
謝
の
時
の
分
解
産
物

(
老
廃
物
)
　
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
骨
格
筋
の

筋
肉
の
E
S
に
比
例
し
て
い
る
た
め
に
'
男

性
の
方
が
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
は
高
く
'
女
性

は
低
い
と
い
え
ま
す
｡

水
分
摂
取
量

寸
い
と
,
.
1

(
図
3
)
　
水
分
の
身
体
へ
の
出
納
に
つ

い
て
み
ま
す
o
前
に
お
話
し
し
ま
し
た
が
､

食
べ
物
が
栄
養
素
と
し
て
利
用
さ
れ
た
後

は
三
大
栄
養
素
の
全
て
に
は
水
(
代
謝

水
)
　
が
発
生
し
ま
す
｡
日
本
食
1
日
で
は

2
0
0
-
3
0
0
棚
程
度
で
す
｡
食
叫
に

含
ま
れ
る
水
分
が
1
､
0
0
0
棚
位
､
飲

水
　
(
1
､
5
0
0
棚
)
　
を
含
め
る
と
1
日

の
水
分
摂
取
目
地
は
約
2
､
4
0
0
m
g
が
健

常
人
の
摂
取
E
S
t
l
と
な
り
ま
す
｡
排
出
は
尿

か
ら
1
㌧
2
0
0
-
1
㌧
5
0
0
加
程
度
､

大
便
か
ら
約
1
0
0
-
2
0
0
棚
'
不
感

蒸
継
は
呼
気
や
皮
膚
か
ら
蒸
発
す
る
水
分

で
5
0
0
佃
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
1
日
に

2
本
位
へ
　
約
1
､
0
0
0
m
g
あ
り
ま
す
C

腎
臓
の
機
能
が
正
常
の
場
合
は
'
こ
れ
で

水
分
の
摂
取
と
排
雅
と
が
ち
ょ
う
ど
つ
り

あ
い
ま
す
o
　
し
か
し
透
析
療
法
を
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
は
､
尿
で
排
出
さ
れ

る
I
t
2
0
0
加
の
部
分
が
毎
日
身
体
の

中
に
残
っ
て
し
ま
う
事
に
な
り
ま
す
｡
こ

の
こ
と
が
皆
さ
ん
の
水
分
･
塩
分
制
限
の

奴
た
る
原
因
で
す
｡

維
持
体
重

(
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
‖
D
W
)

皆
さ
ん
透
析
導
入
時
の
維
持
体
重
　
(
ド

ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
)
　
を
現
在
ど
の
程
度
維
持

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
か
｡
維
持

体
重
は
'
生
活
や
仕
事
を
す
る
う
え
で

体
調
が
良
い
と
思
わ
れ
る
体
重
'
身
体
に

余
分
な
水
分
が
な
い
状
態
す
な
わ
ち
尿
を

全
部
出
し
切
っ
た
状
態
､
ま
た
決
め
方
と

し
て
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
'
最
高
血
圧

1
4
0
m
他
未
満
･
奴
低
血
圧
9
0
m
他
未

満
'
心
胸
比
が
男
性
は
5
0
%
以
下
･
女
性

は
5
5
%
以
下
が
基
準
と
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
｡
透
析
時
の
体
重
測
定
で
は
　
｢
ど
れ

位
増
え
て
い
る
か
な
?
｣
　
と
'
又
は
月
に

1
度
心
胸
比
の
測
定
で
も
'
ド
ラ
イ
ウ
エ

イ
ト
の
調
整
の
要
因
と
な
り
ま
す
か
ら
'

｢
あ
～
ど
う
か
な
?
｣
　
と
､
少
し
た
め
息

ま
じ
り
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
?
体
重
増
加
は
'
透
析
が
1
日
お
き



の
場
合
に
は
2
-
3
%
ま
で
'
2
日
お
い

た
時
は
5
%
以
内
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
基

準
の
よ
う
で
す
｡

こ
の
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
の
増
を
水
分
で

は
な
く
筋
力
を
つ
け
て
増
や
す
と
い
う
こ

と
は
'
至
難
の
業
に
近
い
も
の
が
あ
り
ま

す
｡
よ
く
先
生
も
'
看
護
師
さ
ん
も
｢
も
っ

と
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
が
増
え
る
よ
う
に
､

増
え
る
よ
う
に
｡
｣
と
'
お
し
ゃ
い
ま
す
｡

し
か
し
な
か
な
か
食
べ
た
だ
け
で
は
筋
力

は
つ
か
ず
同
時
に
動
く
と
い
う
事
(
運
動
)

が
必
要
と
な
り
個
々
の
身
体
状
況
に
よ
っ

て
は
思
う
に
ま
か
せ
な
い
幸
い
と
こ
ろ
と

思
わ
れ
ま
す
｡

透
析
患
者
さ
ん
の
指
示
栄
養
量

皆
さ
ん
に
必
要
な
摂
取
カ
ロ
リ
-
の
計

算
に
は
'
ま
ず
滋
低
限
生
命
維
持
の
為
に

必
要
な
熱
論
(
カ
ロ
リ
ー
)
　
で
あ
る
基
礎

代
謝
虫
　
(
基
礎
消
費
熱
虫
)
　
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す
｡
こ
れ
は
､
〔
私
た
ち

が
1
日
2
4
時
間
薄
暗
い
部
屋
で
た
だ
横
た

わ
っ
て
'
お
し
ゃ
べ
り
も
し
な
い
'
食
事

も
し
な
い
'
テ
レ
ビ
も
見
な
い
'
本
も
見

な
い
で
'
心
臓
の
拍
動
と
体
温
を
1
定
に

保
つ
そ
の
最
低
限
生
命
維
持
の
為
に
必
要

な
熱
虫
〕
　
の
事
を
い
い
ま
す
｡
娘
近
､
簡

単
に
基
礎
代
謝
鎚
を
計
算
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
｡
男
性
と
女
性
で
は
計
算
式

の
指
数
が
追
い
ま
す
｡
ご
自
分
の
基
礎
代

謝
鼠
を
計
算
し
て
み
て
く
だ
さ
い
.

男
性
の
1
日
の
基
礎
代
謝
t
(
3
)

-

6

6

･

5

+

1

 

3

･

8

×

(
維
持
体
重
　
　
馳
)
　
+
5
･
0

×

身

長

(

　

　

c

m

)

-

6

･

8

X
&
#
(
　
　
#
)

女
性
の
1
日
の
基
礎
代
謝
t
(
脚
)

=

6

6

5

･

l

+

9

･

6

×

(
維
持
体
重
　
　
馳
)
　
+

-

･

9

×

身

長

(

　

　

　

c

m

)

-

4

･

7

×

年

齢

(

　

　

歳

)

※
H
a
r
r
i
s
占
e
n
e
d
i
c
t
の
式

参
考
ま
で
に
私
は
女
性
で
'
6
0
歳
､
体
重

5
2
噂
　
身
長
1
5
3
m
で
す
.
私
が
今

の
年
齢
で
生
命
を
維
持
す
る
だ
け
に
必

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
､
1
日
1
､
1
6
0

キ
ロ
カ
ロ
リ
I
 
t
　
約
1
'
2
0
0
キ
ロ
カ

ロ
リ
-
で
す
.
男
性
で
体
格
の
良
い
方
､

年
齢
の
若
い
方
で
す
と
'
も
っ
と
こ
の

基
礎
代
謝
虫
(
基
礎
消
費
熱
虫
)
　
が
多
く

l
t
3
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程
度
が
必
要
と

な
り
ま
す
｡
8
0
歳
'
9
0
歳
と
い
う
高
齢
な
方
'

非
常
に
体
格
が
小
さ
く
な
っ
た
方
で
も
約

l
t
0
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程
度
は
必
要

で
す
｡
本
当
に
生
命
を
維
持
す
る
だ
け
で
大

変
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
な
の
で
す
ね
｡

私
の
場
合
の
1
､
1
6
0
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
を
　
｢
お
に
ぎ
り
'
1
1
0
g
｣
だ
け

で
摂
る
と
'
だ
い
た
い
7
個
半
､
朝
･
昼
･

晩
2
･
5
個
ず
つ
お
に
ぎ
り
を
食
べ
る
事

に
な
り
ま
す
｡
皆
さ
ん
も
今
日
は
朝
早
く

か
ら
こ
の
講
演
会
に
お
い
で
に
な
っ
て
身

体
活
動
し
て
お
り
ま
す
が
､
身
体
活
動
に

必
要
な
熱
姐
は
l
般
的
な
家
や
労
働
や
デ

ス
ク
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
方
で
は
'
こ
の

基
礎
消
費
熱
E
B
の
約
2
割
ア
ッ
プ
で
す
｡

で
す
か
ら
､
基
礎
消
費
熱
E
S
1
､
2
0
0

キ

ロ

カ

ロ

リ

ー

の

方

で

は

'

プ

ラ

ス

2
4
0
カ
ロ
リ
-
で
1
日
の
必
要
熱
虫
は

約
1
､
4
4
0
カ
ロ
リ
-
程
度
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
｡
仕
事
の
内
容
や
病
状
に

よ
っ
て
ど
の
程
度
の
付
加
か
を
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡

ま
た
体
重
の
指
標
と
し
て
維
持
体
重

(
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
)
　
の
他
に
標
準
体
重

が
あ
り
ま
す
｡
5
-
6
年
位
前
､
札
幌

市
内
6
か
所
の
透
析
施
設
の
患
者
さ
ん

2
0
0
数
十
名
の
標
準
体
重
や
B
M
I

(
肥
満
･
や
せ
を
現
す
体
格
指
数
)
　
か
ら

の
栄
養
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
｡

棟
準
休
ま
(
B
)

=
身
長
(
　
m
)
×
身
長
(
　
m
)
×
2
2

B
M
-
(
肥
満
度
)

=
体
重
(
　
B
)
/
身
長
(
　
m
)
2
乗

B
M
-
　
ー
･
5
未
満
　
(
低
体
重
)

1
 
8
･
5
以
上
　
2
5
未
満

(
普
通
体
重
)

2
5
以
上
　
3
0
未
満(

肥
満
1
度
)

3
0
以
上
　
3
5
未
満(

肥
満
2
度
)

3
5
以
上
　
4
0
未
満(

肥
満
3
度
)

4
0
以
上
　
　
(
肥
満
4
度
)

※
日
本
肥
満
学
会

こ
の
結
果
､
透
析
の
患
者
さ
ん
の
維
持

体
重
は
標
準
体
重
よ
り
1
 
0
-
2
0
%
前
後
も

低
い
所
に
あ
り
､
当
然
の
こ
と
で
す
が
B

M
I
も
高
齢
者
の
方
で
は
1
･
5
未
満
が

目
立
ち
ま
し
た
｡
透
析
療
法
の
患
者
さ
ん

の
場
合
'
体
重
か
ら
の
栄
養
評
価
は
大
変

無
理
が
あ
る
と
痛
感
し
'
透
析
独
自
の
指

標
作
り
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
｡

私
の
場
合
は
身
長
が
1
5
3
c
m
で
す

か
ら
標
準
体
重
5
 
1
k
g
で
す
｡
そ
こ
で
､
5
 
1

B
か
ら
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
1
 
0
地
位
の
範
囲

で
い
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
｡
ま
た
標
準
体
益
に
使
用
さ
れ
て
い
る

｢
2
2
｣
は
t
 
B
M
I
2
2
の
方
が
l
番
長
生

き
で
き
る
と
い
わ
れ
て
お
り
標
準
体
重
の

算
出
に
用
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
｡
明
治
生

命
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入



後
に
､
保
険
の
加
入
者
の
方
た
ち
を
調
べ

て
'
身
長
と
体
重
の
バ
ラ
ン
ス
が
ど
の
よ

う
な
人
が
長
生
き
で
き
る
の
か
を
調
べ
た

結
果
算
出
さ
れ
た
数
値
で
す
｡
皆
さ
ん
も

ご
自
分
の
標
準
体
重
を
計
算
し
て
維
持
体

重
と
比
べ
た
り
'
ま
た
B
M
I
を
算
出
し

て
み
て
下
さ
い
｡
で
も
あ
く
ま
で
も
こ
れ

は
健
常
人
の
指
標
で
す
か
ら
参
考
ま
で
と

い
う
こ
と
で
｡

皆
さ
ん
は
ご
自
分
に
あ
っ
た
栄
養
虫
を

各
施
設
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
'
こ
こ
で
も
う
一
度
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
｡
(
図
4
)
　
現
在
'
指
示
さ
れ

て
い
る
熱
虫
　
(
カ
ロ
リ
ー
)
･
た
ん
ば
く

質
･
塩
分
･
カ
リ
ウ
ム
･
リ
ン
･
水
分
は

ど
の
位
で
す
か
?
皆
さ
ん
は
個
々
に
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
､
絶
対
こ
う
あ
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
カ
ロ
リ
ー
や
た
ん
ば
く
質
は
維
持
体
重

で
割
っ
て
体
重
-
B
当
た
り
の
数
値
を
出

し
'
日
本
腎
臓
学
会
の
指
標
と
比
較
し
て

み
ま
し
ょ
う
｡
指
標
で
は
'
総
エ
ネ
ル

ギ
ー
(
カ
ロ
リ
ー
)
･
た
ん
ば
く
質
･
食
塩
･

食
事
外
水
分
は
体
重
I
B
の
1
日
の
品
で

示
さ
れ
て
い
ま
す
｡
そ
し
て
'
総
エ
ネ
ル

ギ
ー
(
カ
ロ
リ
ー
)
　
と
た
ん
ば
く
質
は
維

持
体
重
で
は
な
く
標
準
体
重
で
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
｡
食
塩
と
水
分
は
維
持
体
重
当

り
で
す
｡
体
重
5
0
也
で
す
と
､
食
塩
は
1

日
7
･
5
g
で
す
｡
7
･
5
g
の
お
食
事
で

す
と
汁
物
が
あ
ま
り
摂
れ
な
い
事
を
除
け

ば
､
楽
し
い
お
食
事
が
で
き
る
か
な
と
思

い
ま
す
｡

カ
リ
ウ
ム
は
1
日
1
'
5
0
0
咽
と
い

う
指
標
で
す
が
'
日
本
人
の
普
通
の
食
事

で
は
他
の
匂
解
質
の
カ
リ
ウ
ム
や
リ
ン
な

ど
と
異
な
り
'
摂
取
虫
の
幅
が
1
番
大

き
く
'
上
限
で
す
と
食
事
に
よ
っ
て
1

日
7
､
0
0
0
咽
位
な
ど
も
可
能
で
す
｡

1
'
5
0
0
咽
は
大
変
き
つ
い
数
値
だ
と

い
つ
も
思
っ
て
お
り
ま
す
｡

高
カ
リ
ウ
ム
血
症

腎
不
全
に
な
る
と
'
尿
中
か
ら
カ
リ
ウ

ム
が
排
出
で
き
な
く
な
っ
て
'
食
事
の
摂

取
カ
リ
ウ
ム
を
制
限
､
ま
た
は
摂
取
カ
ロ

リ
ー
が
少
な
い
場
合
､
生
命
を
維
持
す
る

た
め
体
た
ん
ば
く
質
が
使
用
さ
れ
て
細
胞

が
た
く
さ
ん
壊
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
血
液

中
の
カ
リ
ウ
ム
濃
度
が
上
昇
し
高
カ
リ
ウ

ム
血
症
と
い
う
状
態
に
な
り
ま
す
｡
皆
さ

ん
は
透
析
の
主
治
医
や
ス
タ
ッ
フ
､
栄
養

士
か
ら
　
｢
カ
ロ
リ
ー
を
十
分
に
と
っ
て
下

さ
い
ね
｡
カ
ロ
リ
-
を
十
分
に
と
ら
な
け

れ
ば
､
身
体
の
タ
ン
パ
ク
質
が
異
化
し
て
'

カ
リ
ウ
ム
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

よ
｡
｣
　
と
何
度
も
言
わ
れ
た
事
が
あ
る
と

思
い
ま
す
｡
そ
れ
は
､
人
間
の
身
体
の
細

胞
に
も
カ
リ
ウ
ム
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て

い
る
か
ら
で
す
｡
血
清
カ
リ
ウ
ム
値
の
正

常
値
は
3
･
5
-
5
･
O
m
E
q
/
1
で
'
5
･
5

m
E
q
/
1
以
上
を
治
療
が
必
要
な
高
カ
リ
ウ

ム
血
症
と
い
い
ま
す
｡
透
析
患
者
さ
ん

の
場
合
､
制
限
さ
れ
て
い
る
1
日
の
カ

リ
ウ
ム
摂
取
虫
は
厳
し
く
言
い
ま
す
と
､

I
t
3
0
0
m
g
以
内
で
す
o

皆
さ
ん
透
析
に
な
っ
た
時
に
'
｢
生
の

果
物
や
野
菜
を
食
べ
な
い
で
下
さ
い
ね
｡
｣

と
'
な
ぜ
言
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
｡
皆
さ

ん
は
生
の
果
物
や
野
菜
に
は
カ
リ
ウ
ム
が

高
い
か
ら
と
認
識
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
が
も
ち
ろ
ん
そ
の
通
り
で
す
｡

し
か
し
私
た
ち
は
ま
ず
生
命
を
維
持
す
る

為
に
炭
水
化
物
･
た
ん
ば
く
質
･
脂
質
の

三
大
栄
養
を
確
実
に
摂
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
｡
た
ん
ば
く
質
に
は
必
ず
た
く
さ

ん
カ
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
て
お
り
'
制
限

さ
れ
た
カ
リ
ウ
ム
虫
の
1
､
3
0
0
m
g
～

1
'
5
0
0
m
g
は
魚
･
肉
な
ど
で
す
ぐ
定

立
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
｡
ま
た
野
菜
･

生
の
果
物
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
含

ま
れ
て
い
て
身
体
の
調
子
を
整
え
ま
す
｡

食
べ
物
の
役
割
を
自
動
車
に
置
き
換
え
ま

す
と
た
ん
ば
く
質
(
肉
や
魚
)
　
は
自
動
車

で
い
う
と
ボ
デ
ィ
'
炭
水
化
物
･
脂
質
は

ガ
ソ
リ
ン
で
す
｡
ボ
デ
ィ
が
あ
り
ガ
ソ
リ

ン
が
あ
れ
ば
後
は
潤
滑
油
で
す
｡
潤
滑
油

が
こ
の
果
物
や
野
菜
の
ビ
タ
ミ
ン
､
ミ
ネ

ラ
ル
で
す
｡
潤
滑
油
が
な
い
と
う
ま
く
走

ら
な
い
け
れ
ど
も
'
摂
取
で
き
る
カ
リ
ウ

ム
は
自
動
車
の
ボ
デ
ィ
と
ガ
ソ
リ
ン
で
'

ほ
と
ん
ど
満
杯
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
｡
そ
れ
で
潤
滑
油
の
果
物
と
野
菜
を
摂

る
時
に
は
'
｢
カ
リ
ウ
ム
を
下
げ
る
工
夫

を
し
ま
し
よ
う
｡
｣
　
と
､
言
わ
れ
て
い
る

の
で
す
｡
ま
ず
'
生
命
維
持
の
た
ん
ば
く

質
と
糖
質
が
最
優
先
さ
れ
る
か
ら
で
す
｡

食
品
の
カ
リ
ウ
ム
含
有
量

精
白
米
1
0
0
g
で
す
と
カ
リ
ウ
ム

が
8
8
咽
､
そ
れ
を
炊
く
と
米
飯
2
3
0
g

に
な
り
ま
す
が
'
カ
リ
ウ
ム
は
6
0
咽
と
約
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3
0
%
の
減
と
な
り
ま
す
｡
お
米
を
研
い
で

加
熱
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
カ
リ
ウ
ム
は
溶

出
す
る
わ
け
で
す
｡
干
し
う
ど
ん
も
乾
麺

の
ま
ま
で
は
､
非
常
に
カ
リ
ウ
ム
が
高
い

で
す
が
､
茄
で
る
こ
と
に
よ
っ
て
煮
汁
に

カ
リ
ウ
ム
が
流
出
し
ま
す
｡
乾
麺
1
0
0

g
で
1
3
0
昭
が
茄
で
る
と
3
0
0
g
と

な
り
4
2
咽
で
約
7
0
%
の
減
と
な
り
ま
す
o

パ
ン
は
原
材
料
に
乳
製
品
が
使
用
さ
れ
た

り
調
理
過
程
で
溶
出
が
な
い
た
め
ど
う
し

て
も
カ
リ
ウ
ム
が
高
く
な
り
ま
す
o

(
図
5
)
　
カ
リ
ウ
ム
と
い
う
の
は
'
皆

さ
ん
ご
存
じ
の
よ
う
に
干
し
た
物
や
外
皮

に
高
く
含
ま
れ
ま
す
o
　
ふ
か
し
芋
と
干
し

芋
､
同
じ
1
0
0
g
で
あ
っ
て
も
こ
れ

だ
け
違
い
ま
す
｡
生
の
み
か
ん
で
す
と

1
5
0
昭
で
す
が
缶
詰
で
す
と
7
5
咽
と
半

分
に
な
っ
て
い
ま
す
｡
し
か
し
缶
詰
の
煮

汁
に
も
同
じ
だ
け
カ
リ
ウ
ム
が
あ
り
ま

す
｡
ま
た
'
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
は
1
0
0
g

に
カ
リ
ウ
ム
が
1
､
2
0
0
讐
己
ま
れ
ま

す
が
､
1
0
0
g
を
食
べ
る
の
は
大
変
で

す
o
　
よ
く
コ
ー
ヒ
ー
は
非
常
に
カ
リ
ウ
ム

が
高
い
と
い
い
ま
す
が
､
あ
れ
は
豆
が
高

い
の
で
あ
っ
て
フ
ィ
ル
タ
-
で
お
と
し
た

浸
出
液
は
非
常
に
少
な
い
で
す
｡
缶
コ
ー

ヒ
ー
は
1
 
0
-
2
0
昭
だ
と
思
い
ま
す
.
イ
ン

ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
の
粉
そ
の
も
の
は

1
0
0
g
で
3
､
6
0
0
帽
と
高
い
で
す

が
､
1
回
に
飲
む
分
‥
凪
を
1
g
に
す
る
と

3
6
Ⅷ
と
な
り
ま
す
｡
お
茶
で
も
日
本
茶
の

浸
出
液
は
少
な
く
'
煎
茶
は
2
0
-
3
0
昭
'

玉
錨
は
そ
の
倍
あ
り
ま
す
｡
切
干
大
根
も

干
し
て
あ
る
の
で
1
0
0
g
中
の
カ
リ
ウ

ム
含
有
=
d
g
は
高
い
で
す
が
'
実
際
に
調
理

す
る
と
き
に
は
少
し
し
か
使
い
ま
せ
ん
｡

こ
の
よ
う
に
食
品
を
ど
の
段
階
で
ど
の
程

度
の
分
:
出
を
使
用
す
る
か
で
カ
リ
ウ
ム
摂

取
址
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
の
で
成
分
表

を
見
る
と
き
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
｡
数

字
の
マ
ジ
ッ
ク
に
嘩
b
な
い
で
下
さ
い
ね
｡

カ
リ
ウ
ム
を
減
ら
す
工
夫

皆
さ
ん
侮
日
実
行
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

却
で
す
が
'
ま
ず
'
カ
リ
ウ
ム
の
多
い
食

品
を
避
け
る
､
ゆ
で
こ
ぼ
す
､
水
に
さ
ら

す
'
で
き
る
だ
け
小
さ
く
切
っ
て
表
面
積

を
多
く
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
｡
カ
リ
ウ

ム
は
細
胞
の
中
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
'
キ
ャ
ベ
ツ
や
ト
マ
ト
も
小
さ
く
切
る

こ
と
に
よ
っ
て
細
胞
の
中
に
あ
る
カ
リ
ウ

ム
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
｡
果
物
は
生

で
な
く
缶
詰
を
利
用
す
る
部
で
､
カ
リ
ウ

ム
の
摂
取
を
少
な
く
す
る
か
が
で
き
ま

す
｡
缶
詰
は
か
な
ら
ず
加
熱
し
て
あ
り
ま

す
か
ら
'
加
熱
す
る
こ
と
で
果
物
の
細
胞

が
壊
れ
て
カ
リ
ウ
ム
が
缶
詰
の
汁
に
出
て

い
ま
す
か
ら
'
汁
は
残
し
て
下
さ
い
｡

野
菜
を
ゆ
で
る
･
煮
る
事
に
よ
っ
て

カ
リ
ウ
ム
は
ど
の
位
減
る
の
で
し
ょ
う
｡

1
･
5
m
角
に
細
か
く
切
っ
た
ジ
ャ
ガ
イ

モ
で
は
'
1
 
5
分
以
上
煮
る
と
生
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
2
0
%
位
ま
で
減
り
ま
す
｡
乱
切
り

の
に
ん
じ
ん
､
乱
切
り
の
じ
ゃ
が
い
も
､

さ
つ
ま
い
も
'
か
ぼ
ち
ゃ
､
乱
切
り
の
ご

ぼ
う
､
千
切
り
の
ご
ぼ
う
も
､
2
0
分
ゆ
で

る
と
カ
リ
ウ
ム
が
4
0
%
～
5
0
%
溶
出
し
ま

す
C
　
と
う
が
ん
､
キ
ャ
ベ
ツ
'
は
く
さ

い
は
8
0
%
以
上
｡
た
ま
ね
ぎ
､
だ
い
こ
ん

は
6
0
-
7
0
%
位
で
し
ょ
う
か
｡
煮
る
事
に

よ
っ
て
､
野
菜
の
中
の
細
胞
の
カ
リ
ウ
ム

と
水
と
が
置
換
し
水
の
中
に
カ
リ
ウ
ム
が

出
て
い
く
わ
け
で
す
｡
玉
ね
ぎ
な
ど
は
'

薄
く
切
っ
て
十
分
水
に
さ
ら
す
こ
と
に

よ
っ
て
､
半
分
程
度
の
カ
リ
ウ
ム
が
溶
出

し
ま
す
｡

肉
類
の
調
理
法
に
よ
る
カ
リ
ウ
ム
E
S
の

変
化
を
み
て
み
ま
す
｡
煮
る
･
妙
め
る
･

揚
げ
る
･
蒸
す
･
焼
く
の
う
ち
で
t
 
I
悉

カ
リ
ウ
ム
が
溶
け
出
す
の
は
蒸
す
S
f
で

す
o
　
カ
リ
ウ
ム
は
調
理
前
に
比
べ
､
親
肉

で
約
6
0
%
､
豚
肉
で
約
4
0
%
､
牛
肉
で
約

6
0
%
に
な
り
ま
す
｡
次
は
妙
め
る
'
煮
る

事
で
カ
リ
ウ
ム
が
少
し
溶
出
し
ま
す
｡
そ

し
て
溶
出
し
っ
ら
い
の
が
焼
く
､
揚
げ
る

で
す
｡
揚
げ
物
は
2
0
0
℃
前
後
の
熱
い

油
の
中
に
入
れ
る
.
焼
く
郷
も
高
温
を
か

け
ま
す
か
ら
'
一
瞬
に
し
て
食
品
の
表
面

の
タ
ン
パ
ク
質
が
凝
固
し
て
し
ま
い
中
か

ら
カ
リ
ウ
ム
が
と
び
出
る
暇
が
あ
り
ま
せ

ん
｡
蒸
す
事
は
'
蒸
気
が
全
部
細
胞
の
中

に
入
り
ま
た
出
て
き
ま
す
の
で
'
非
常
に

カ
リ
ウ
ム
の
溶
出
率
が
高
い
で
す
｡
献
立

と
し
て
は
､
豚
肉
や
親
肉
に
下
味
を
つ
け

て
蒸
し
'
野
菜
と
1
緒
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

を
か
け
て
　
｢
冷
し
ゃ
ぶ
サ
ラ
ダ
｣
　
の
よ
う

な
も
の
は
い
か
が
で
す
か
｡

低
栄
養
の
問
題
と
食
品
中
の

リ
ン
/
プ
ロ
テ
イ
ン
比

透
析
患
者
さ
ん
の
栄
養
状
態
が
非
常
に

低
下
し
て
き
て
い
る
と
い
う
の
が
国
際
的

に
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
C
栄
養
状
態
を
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く,!.類> 中ｶ6�ﾂ��h;7=r �8ｨ92�p,!p"比 峰､､｢ﾒﾒ�

書身魚 �� �� ��

さば焼 �#s��25.8 �#���ll.2 �3S��

さんま焼 �3S��25 �#3��9.2 �#���

Ji塀 �����28.5 �3C��ll.9 鼎���

いわし焼 �#CR�25.8 �3���ll.6 鼎���

白身魚 �� �� ��

すすき生 ��#2�19,8 �3s��18,7 �#���

かれい焼 �����23.4 �#C��10.3 �3s��

ほつけ焼 �����17,3 �##��12.7 �3c��

たら焼 �����25.2 �#���一一.1 鼎���

まぐろ生 �����24.3 �#���ll.9 鼎S��

ホ夕テ生 都��13.5 �#c��ー9.3 鼎#��

たい生 �����18.6 �#���ll_3 �3���

大正えび 涛R�21.7 �3���13.8 �3cc��

いか生 塔R�17,6 �#���15.9 �3���

すりみ 涛��17.5 ��3��7.4 ��3��

抱けかまぼこ ��C��12.5 都��5.6 田��

貢右しかまぼこ 涛R�12 田��5 塔R�

平均 ��CB�20.5 �#32�ll.2 �33��

俗Lpl/I �� �� ��

臆ばら顧付生 鼎3��13,4 ��ｳ#��9 �##��

ロース儲付生 �#C��18.3 �����9.8 �3#��

ヒレ生 �����22.7 �##��9.7 鼎���

ひき肉 �#3��19.5 �����9.7 �33��

斗ひき肉 ��s��20.9 涛��4.3 �#s��

むね皮付生 �#CB�19.5 ��#��6.2 �����

軌むね皮なし ��#��24,4 ��ｳS��6,1 �#���

もも皮付生 �#S��17.3 �����6.4 匹c��

皮なし生 ��3��22 ��S��6.8 �##��

ささみゆで ��#R�27 �#c��9.6 鼎���

牛ロース 滴�ｳ��14 ��#��8.6 �(�ｳ��

平均 �##B�19.9 ��Sb�7.8 �#sB�

'■JtノR~- �� �� ��

牛乳 都��3_3 涛2�28.2 ��S��

460 ��R�80 迭�2�400 

ヨークルト 都��4.3 �����23.3 ��S��

プロセスチーズ �3C��22.7 都3��32.2 田��

105 ��ｳ2�2�130 湯繧�50 

アイスクリーム �����3.9 ��#��30.8 �����

130 ��纈�100 �������95 

平均 ��ｳ釘�9.1 ���2�34.4 ��CR�

･lr一ヽ.- 事暮卵 ��S��12.3 �����14.6 ��3��

うずら生 ��sb�12 �##��18,3 ��S��

一事放卵 ��S��10.8 ��c��14.8 ��ｳ3��

平均 ��S��ll.7 ��ビ�15.9 ��3r�

ttJLI uI豆 �#���16.5 �����ll.5 田c��

木娘豆腐 都"�6,6 ��ｳ���16_7 ��C��

がんも �##��ー5.3 �#���13,1 塔��

油あけ �3���18,6 �#3��12.4 鉄R�

高野豆腐 平均 鉄3��#�"�49.4 21.3 塔���3#"�17.8 14.3 �3����2�

知
る
措
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
蛋
白
異
化
率

(
P
C
R
)
が
あ
り
ま
す
｡
週
3
回
月
･
水
･

金
の
透
析
の
場
合
は
'
月
曜
透
析
後
と
水

曜
透
析
前
の
尿
素
窒
素
の
値
･
透
析
時
間
･

維
持
体
重
を
計
算
式
に
当
て
は
め
て
計
算

し
ま
す
｡
尿
素
窒
素
　
(
B
U
N
)
　
は
主
と

し
て
摂
取
し
た
食
事
の
タ
ン
パ
ク
質
の
排

出
物
で
す
か
ら
'
計
算
し
た
数
値
が
o
･
8

よ
り
少
な
い
と
摂
取
す
る
た
ん
ば
く
質
が

足
り
な
く
低
栄
養
と
考
え
ら
れ
ま
す
｡

低
栄
養
に
な
ら
な
い
為
に
た
ん
ば
く
質

を
摂
る
事
を
考
え
た
時
､
ど
う
し
て
も
'

先
は
ど
の
カ
リ
ウ
ム
と
と
も
に
リ
ン
の
問

題
が
出
て
き
ま
す
｡
(
義
)
　
主
に
た
ん
ば

く
源
と
な
る
食
品
は
必
ず
リ
ン
を
含
ん
で

い
ま
す
｡
低
栄
養
に
な
ら
な
い
為
に
'
タ

ン
パ
ク
質
は
き
ち
ん
と
摂
り
た
い
が
リ
ン

は
あ
ま
り
摂
り
た
く
な
い
と
す
る
と
'
ど

う
考
え
た
ら
良
い
で
し
ょ
う
か
｡
そ
こ
で
'

タ
ン
パ
ク
質
(
プ
ロ
テ
イ
ン
)
　
を
含
む
食

品
の
中
で
リ
ン
の
割
合
が
少
な
い
食
品
を

摂
る
よ
う
に
す
る
事
が
大
事
に
な
っ
て
き

ま
す
｡
リ
ン
/
プ
ロ
テ
イ
ン
比
(
p
/
p
-
o

比
)
　
は
数
字
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
､
タ
ン

パ
ク
質
の
割
合
が
多
く
リ
ン
の
割
合
が
少

な
い
事
を
表
し
ま
す
か
ら
､
こ
の
リ
ン
/

プ
ロ
テ
イ
ン
比
の
少
な
い
も
の
を
組
み
合

わ
せ
て
摂
っ
て
い
た
だ
く
と
'
若
干
良
い

の
か
な
と
思
い
ま
す
｡
低
リ
ン
食
で
1
日

に
リ
ン
が
7
0
0
-
8
0
0
昭
と
い
う
の

は
食
材
に
変
化
が
な
く
毎
日
の
食
事
で
は

継
続
が
困
難
で
す
｡
色
々
な
食
品
の
リ
ン

/
プ
ロ
テ
イ
ン
比
も
参
考
に
し
て
下
さ
い
｡

後
､
食
事
を
き
ち
ん
と
摂
る
為
に
は
'

歯
の
問
題
が
非
常
に
大
切
だ
と
思
い
ま

す
｡
以
前
の
勤
務
先
で
4
0
-
5
0
名
の
透
析

患
者
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま

し
た
｡
歯
に
問
題
の
あ
る
方
が
多
く
､
男

性
の
方
は
女
性
に
比
べ
て
歯
医
者
さ
ん
に

な
か
な
か
通
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
｡

男
性
の
方
､
ど
う
ぞ
歯
医
者
さ
ん
に
通
わ

れ
て
下
さ
い
｡

お
わ
り
に

透
析
療
法
は
あ
く
ま
で
も
療
法
で
す
｡

自
然
腎
と
比
べ
る
と
そ
の
機
能
は
言
う
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
｡
よ
っ
て
対
処
療
法
と

し
て
の
透
析
は
食
事
療
法
も
継
続
し
て

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
透

析
尿
素
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
を
例
に
と
り
ま
す

と
､
透
析
で
健
常
人
の
自
然
腎
と
同
程

度
の
機
能
を
有
す
る
に
は
1
日
1
 
5
時
間
の

透
析
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
し
か

L
t
　
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
は
週
3
回
･
3

-
4
時
間
の
透
析
に
て
現
状
維
持
を
し
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
｡
と
い
う
こ
と
は
､
い
か

に
皆
さ
ん
の
自
己
管
理
が
優
秀
で
あ
る
か

が
証
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
C
　
ご
自
分
の
主

治
医
で
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
'
更
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
｡

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

参
考
文
献

腎
臓
の
疾
患
憲
音
の
生
活
指
導
　
自
軍
原
法
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
､
日
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腎
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学
会

(
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9
9
7
)
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ブ
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版
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カ
ル
レ
ビ
ュ
ー
社

良
品
中
の
カ
リ
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含
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研
化
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料
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研
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学
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讃
料

昭
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成
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北
海
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文
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期
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学

食
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学
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卒
讃

日
本
女
子
大
学
家
政
学
部

通
じ
教
育
課
程
卒
兼

官
の
森
記
念
病
院

紫
森
村
　
r
<
■

北
海
道
文
教
短
期
大
学

食
物
栄
弟
学
科

非
常
勤
淋
師

㈲
ニ
ュ
ー
ト
リ
シ
ョ
ン

ウ
ィ
ン
グ
(
栄
巻
の
賀
)
設
立



(江別)

平
成
9
年
の
｢
臓
器
移
植
法
｣
施
行
か
ら
川
年
｡
今
ま
で
道
内
か
ら
の
脳
死
臓
器
提
供
は
3
件
｡
道
内
で
脳
死
臓

器
提
供
に
よ
る
腎
移
植
が
5
人
､
揮
腎
同
時
移
植
が
2
人
と
い
う
少
な
さ
｡
心
停
止
後
の
腎
臓
提
供
は
家
族
の
同
意

の
み
で
も
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
る
為
､
身
近
で
も
献
腎
移
植
を
受
け
た
方
の
話
を
聞
く
が
'
ま
だ
ま
だ
充
分
で
は

な
い
｡
救
急
救
命
や
移
植
関
係
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
大
変
な
努
力
も
聞
く
｡
多
く
の
方
々
に
移
植
の
実
状
を
知
っ
て
も

ら
い
､
理
解
し
て
い
た
だ
く
事
が
必
要
だ
｡
今
年
も
私
た
ち
の
地
道
な
努
力
で
あ
る
全
道
一
斉
腎
提
供
者
拡
大
街
頭

ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
9
月
2
3
日
胤
に
'

⑳
◎

初
秋
の
空
も
爽
や
か
な
9
月
2
3
日
脚
'

札
幌
で
は
'
大
通
公
園
3
丁
目
周
辺
に
お

い
て
'
道
庁
､
札
幌
市
､
道
腎
バ
ン
ク
'

市
立
札
幌
病
院
腎
移
植
科
'
北
海
道
移
植

者
協
議
会
'
札
幌
ス
ノ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
'
札
幌
エ
ル
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
'
札
幌
商
工
会
#
年
部
の
8
団
体
と
患

者
･
家
族
5
8
名
が
集
合
､
全
道
一
斉
｢
腎

提
供
者
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣
　
を
実

施
し
ま
し
た
｡
公
園
周
辺
で
'
市
民
に
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
･
チ
ラ
シ
･

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
布
C
　
直
接
患
者
の
声
で

も
ア
ピ
ー
ル
し
臓
器
提
供
の
必
要
性
や
意

思
表
示
カ
ー
ド
の
記
入
と
携
符
を
訴
え
ま

し
た
｡
ま
た
'
道
腎
バ
ン
ク
登
録
と
医
療

相
談
も
行
い
ま
し
た
｡

今
回
は
テ
レ
ビ
局
(
s
T
V
･
H
T
B
)

の
取
材
で
活
動
や
内
容
が
報
道
さ
れ
'
腎

移
植
の
必
要
性
を
大
き
く
広
く
訴
え
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
｡

昨
年
'
北
海
道
の
献
腎
移
植
は
1
2
件
､

各
地
の
″
健
康
ま
つ
り
″
に
協
賛
し
て
胃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
な
わ
れ
た
｡

今
年
は
7
月
ま
で
に
2
件
に
留
ま
っ
て
い

ま
す
｡
こ
こ
数
年
上
向
い
て
い
ま
し
た

が
､
数
年
前
に
は
ゼ
ロ
の
時
も
あ
り
'
今

年
も
大
き
く
減
っ
て
い
ま
す
｡
原
因
を
取

り
去
り
上
昇
さ
せ
た
い
も
の
で
す
｡

(
報
告
　
柳
沼
　
正
一
)

⑳
⑳

9
月
9
日
'
ボ
ス
フ
ー
ル
江
別
店
前

で
'
江
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々
の

ご
協
力
を
得
'
患
者
･
家
族
総
勢
2
3
名
で

実
施
し
ま
し
た
｡
今
年
で
､
江
別
と
し
て

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
7
年
目
｡
残
念
な
が

ら
｢
臓
器
提
供
思
想
｣
と
い
う
べ
き
理
解
･

認
識
が
ま
だ
ま
だ
定
着
し
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
｡
し
か
し
徐
々
に
私
達
の
訴
え

に
対
し
て
'
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
受
け

取
り
拒
否
な
ど
は
な
く
､
多
少
で
も
理
解

が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
な
?
と
い
う
感
想

で

す

｡

　

　

　

　

(

報

告

　

矢

野

　

清

)

◎
◎

9
月
2
3
日
脚
'
ウ
ィ
ン
グ
ベ
イ
小
樽
に

於
い
て
､
腎
移
植
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

会
員
1
 
3
名
で
行
い
ま
し
た
｡
当
日
は
天
気

も
よ
く
'
イ
ベ
ン
ト
も
あ
っ
て
人
通
り
も

多
く
'
準
備
を
し
て
い
る
時
に
も
う
国
会

請
願
署
名
の
所
に
数
人
が
並
ん
で
い
ま
し

た
｡
今
年
は
若
い
人
が
沢
山
署
名
を
し
て

く
れ
､
l
P
A
1
5
1
繁
い
た
だ
き
ま
し

た
o
意
思
表
示
カ
ー
ド
･
テ
ラ
シ
ニ
ア
イ
ツ

シ
ュ
･
風
船
･
飴
等
5
0
0
個
を
1
時
間



くオホーツク)

程
で
配
り
終
え
ま
し
た
｡

(
報
告
　
武
田
　
優
子
)

朋
讃
頼
墳
硬
さ
､
ご
.
;
_

g

J

A

p

3

-

ほ

"

5

≠

h

一

,

.

d

t

　

　

　

　

　

　

.

　

ー

⑳
⑳
○
◎
◎

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
｢
ふ
れ
愛
ひ
ろ

ば
2
0
0
7
｣
が
網
走
市
社
会
福
祉
協
議

会
主
催
と
な
り
オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
友
会
も
こ

れ
に
加
わ
り
'
9
月
1
 
6
日
脚
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
｡

毎
年
､
福
祉
が
全
面
で
マ
ン
ネ
リ
化
し

来
訪
者
も
片
寄
り
が
あ
る
と
の
少
か
ら
'

今
年
は
会
場
を
大
き
く
し
テ
ン
ト
村
を
主

に
｢
お
い
し
い
'
楽
し
い
'
あ
っ
た
か
い
｣

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
開
催
の
計
画
を

し
ま
し
た
｡
し
か
し
'
あ
い
に
く
の
雨
降

し
よ
う
と
皆
で
話
合
い
を
し
ま
し
た
｡

(
報
告
　
村
田
　
豊
)

⑳
⑳

9
月
2
 
3
日
､
釧
路
地
方
は
眼
天
で
寒
く

り
で
テ
ン
ト
村
は
中
止
と
な
り
屋
内
で
実

施
し
た
為
'
規
模
が
小
さ
く
な
り
ま
し
た

が
'
そ
れ
で
も
メ
ニ
ュ
ー
が
様
変
わ
り
し

た
事
に
よ
り
'
以
前
よ
り
好
評
を
得
た
よ

う
で
す
｡

当
腎
友
会
も
臓
器
移
植
推
進
月
間
を
l

ヶ
月
早
め
全
国
一
斉
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
兼
ね
､
ド
ナ
ー
登
録
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
'
意
思
表
示
カ
ー
ド
'
テ
ィ
ッ
シ
ュ
､

チ
ラ
シ
'
風
船
等
を
配
布
を
L
t
　
更
に
､

今
年
は
国
会
謂
願
の
署
名
活
動
も
出
来
ま

し
た
｡
又
'
遊
び
の
部
門
に
も
2
名
の
お

手
伝
い
を
出
し
､
多
い
に
当
腎
友
会
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
叫
が
出
来
ま
し
た
.

反
省
会
で
は
来
年
こ
そ
雨
に
会
わ
な
い

渉
を
祈
り
'
大
々
的
に
テ
ン
ト
村
を
開
催

は
な
か
っ
た
が
風
が
強
か
っ
た
｡
日
時
少

し
前
に
ボ
ス
フ
ー
ル
釧
路
店
4
番
出
入
口

に
1
 
2
名
の
会
員
が
集
ま
り
3
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
れ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
始
｡
署
名

の
パ
ネ
ル
を
首
に
下
げ
'
ド
ナ
ー
カ
ー
ド

の
入
っ
た
袋
と
風
船
を
渡
す
｡
中
に
は
個

人
情
報
云
々
と
い
う
こ
と
で
署
名
し
て
く

れ
な
い
人
も
い
た
が
'
ほ
と
ん
ど
の
人
は

快
く
応
じ
て
く
れ
カ
ー
ド
も
受
取
っ
て
く

れ
ま
し
た
｡
　
(
報
告
　
上
候
　
富
明
)

◎
◎

1
 
0
月
7
日
例
'
函
館
市
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
で
午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
開

催
の
函
館
市
｢
健
康
ま
つ
り
｣
　
に
協
賛
し

て
'
腎
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
｡



く苫小牧)

山
谷
会
長
を
は
じ
め
'
役
員
･
家
族
を

含
め
9
名
参
加
で
､
朝
8
時
半
か
ら
風

船
を
7
0
個
膨
ら
ま
せ
'
チ
ラ
シ
エ
ア
ィ
ッ

シ
ュ
･
意
思
表
示
カ
ー
ド
1
'
0
0
0

校
を
来
場
者
に
手
渡
し
ま
し
た
｡
ま
た
'

お
子
さ
ん
に
は
'
風
船
を
手
渡
し
て
喜
ば

れ
ま
し
た
｡
腎
キ
ヤ
ン
ぺ
-
,
/
と
同
時
に

国
会
請
願
署
名
コ
ー
ナ
-
を
設
け
て
'
署

名
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
チ
ラ
シ
･

テ
ィ
ッ
シ
ュ
･
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
セ
ッ

ト
を
手
渡
し
ま
し
た
｡

当
日
は
'
晴
天
に
め
ぐ
ま
れ
ま
し
た
が
'

他
に
も
多
彩
な
行
事
が
あ
り
､
腎
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
コ
ー
ナ
ー
に
は
例
年
よ
り
も

9
0
0
人
少
な
い
-
'
4
0
0
人
の
来
場

者
で
し
た
｡
　
(
報
告
　
筒
井
　
紀
昭
)

㊤
◎

去
る
9
月
9
日
間
帯
広
市
歩
行
者
天

国
会
場
に
て
難
病
連
･
患
者
･
家
族
3
 
1
名

で
実
施
し
ま
し
た
｡

当
日
は
3
0
度
を
上
回
る
猛
暑
に
も
か
か

わ
ら
ず
歩
行
天
最
終
日
と
あ
っ
て
か
人
出

は
最
高
で
し
た
｡
会
場
に
出
向
い
た
人
々

に
意
思
表
示
カ
ー
ド
､
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
､

風
船
等
を
配
布
し
て
意
思
表
示
カ
ー
ド
の

記
入
携
帯
を
呼
び
か
け
'
合
わ
せ
て
国
会

請
願
署
名
活
動
も
実
施
し
ま
し
た
｡
又
施

設
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
の
協
力
を
得
て
'
健

で
､
苫
小
牧
市
役
所
･
苫
小
牧
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
･
王
子
総
合
病
院
血
液
浄
化
室

の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
患
者
･
家
族
総

勢
3
4
名
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
｡
移
植
希
望

者
が
必
ず
し
も
参
加
し
て
い
る
状
況
で
は

な
い
の
で
､
今
後
参
加
を
呼
び
か
け
た
い

と
思
い
ま
す
｡
今
年
度
は
移
植
者
も
参
加

予
定
で
し
た
が
'
体
調
の
都
合
で
参
加
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
｡
今
後
は
､
他
団
体
(
管

髄
バ
ン
ク
推
進
会
等
)
と
の
共
催
も
考
え

て
お
り
ま
す
｡
(
報
告
　
菊
地
　
秀
明
)

康
相
談
'
血
圧
測
定
も
好
評
で
し
た
｡

今
年
は
例
年
と
適
う
場
所
で
実
施
し
た

事
と
'
事
前
に
報
道
関
係
に
連
絡
し
た
事

で
'
後
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
様
子
が
記
事

と
し
て
掲
載
さ
れ
目
的
　
(
啓
蒙
活
動
と
し

て
)
　
は
達
成
で
き
た
様
に
思
い
ま
す
｡

当
日
は
帯
広
市
市
議
会
議
員
､
泊
水
拓

也
様
'
帯
広
市
保
健
福
祉
部
長
'
佐
藤
様
'

障
害
福
祉
課
課
長
'
福
田
様
に
も
お
手
伝

い
し
て
頂
き
ま
し
た
｡

(
報
告
　
小
笠
原
　
和
枝
)

◎
◎
◎

9
月
2
3
日
､
1
R
苫
小
牧
駅
北
口
周
辺

◎
⑳

9
月
1
日
'
稚
内
｢
ふ
れ
あ
い
広
場
｣

が
行
わ
れ
'
当
腎
友
会
も
数
年
振
り
に
参

一

　

　

　

　

夕

　

　

　

内

卜
謀
川
ト
ト
ー
L
㈱

加
し
ま
し
た
｡
当
日
は
3
名
の
会
員
で
'

揃
い
の
黄
色
の
ジ
ャ
ン
パ
-
を
着
用
L
t

テ
ィ
ッ
シ
ュ
･
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
･
リ
ス
ト

バ
ン
ド
を
各
1
5
0
個
配
布
し
ま
し
た
｡

皆
さ
ん
気
持
く
受
け
取
っ
て
も
ら
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
｡
又
'
難
病
連
の
お
か
げ

で
立
派
な
看
板
も
出
来
ま
し
た
｡
来
年
以

降
も
続
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
｡

(
報
告
　
福
田
　
茂
哉
)

◎
⑳

7
月
7
日
'
｢
0
7
ふ
れ
あ
い
広
場
｣
内
で
'

士
別
で
4
回
目
と
な
る
臓
器
移
植
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
｡
今
年
も
晴
天
に

恵
ま
れ
来
場
者
も
多
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

し
た
.
今
ま
で
も
道
腎
協
浮
年
部
･
社
協



く伊達)

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
､
士

別
市
民
の
皆
さ
ん
へ
臓
器
移
植
も
身
近
に

感
じ
て
琵
え
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
o

配
布
し
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

か
ら
　
｢
来
場
者
さ
ん
か
ら
今
年
も
ご
苦
労

様
で
す
｡
と
､
声
を
か
け
ら
れ
た
｡
｣
'
来

場
者
さ
ん
か
ら
は
　
｢
移
植
の
問
題
は
'
テ

レ
ビ
で
見
て
い
る
事
だ
っ
た
け
ど
こ
の
日

は
'
少
し
身
近
に
考
え
ら
れ
る
｡
｣
　
の
声

も
あ
り
ま
し
た
｡

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
広
場
の

イ
ベ
ン
ト
内
で
､
開
催
し
て
い
た
か
ら
市

民
の
人
に
少
し
ず
つ
伝
え
ら
れ
た
の
か
と

思
っ
て
い
ま
す
｡

今
回
は
､
社
協
さ
ん
か
ら
は
'
6
名
､

患
者
会
8
名
と
他
に
3
名
で
し
た
｡

道
腎
協
符
年
部
副
部
長
､
梅
原
さ
ん
(
旭

川
)
　
と
士
別
腎
友
会
却
務
局
を
し
て
い
る

私
が
勤
め
て
い
る
知
的
陣
が
い
著
作
業
施

設
　
｢
食
事
処
結
｣
　
の
ウ
エ
ー
ト
レ
ス
さ
ん

2
人
に
も
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
｡

陣
が
い
は
'
違
い
ま
す
が
と
て
も
い
い

経
験
が
出
来
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
o
　
こ

れ
か
ら
も
患
者
会
だ
け
で
は
な
く
い
ろ
ん

な
陣
が
い
者
の
方
と
助
け
合
い
な
が
ら
､

士
別
で
の
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
毎

年
こ
の
　
｢
ふ
れ
あ
い
広
場
｣
　
に
足
を
運
ん

で
く
れ
る
方
に
理
解
･
協
力
を
し
て
頂
く

た
め
に
'
今
後
も
続
け
て
行
く
部
が
1
番

だ
と
感
じ
ま
し
た
｡
地
元
患
者
の
為
に
も
'

陣
が
い
者
の
訴
え
に
耳
を
傾
け
て
貸
え
る

よ
う
な
患
者
会
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
｡
　
(
報
告
　
阿
部
　
純
こ

◎
⑳

前
日
の
台
風
も
過
ぎ
去
り
巌
高
の
天
気

に
恵
ま
れ
た
9
月
9
日
旧
'
第
1
 
9
回
室
蘭

市
主
催
の
　
｢
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
｣
　
が
新
目

繊
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡

私
た
ち
腎
友
会
も
例
年
通
り
会
員
･
家

族
を
中
心
に
模
擬
店
を
出
展
し
'
そ
の
中

で
腎
登
録
拡
大
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
｡
会
員
･
家
族
1
 
0
名
と
出

席
者
の
少
な
い
人
数
で
'
意
思
表
示
カ
ー

ド
二
ア
イ
ツ
シ
ュ
各
々
3
0
0
セ
ッ
ト
を

蘭塞

市
民
の
方
々
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
｡今

回
､
国
会
訴
願
署
名
コ
-
ナ
-
を
設

け
'
全
腎
協
･
1
P
A
そ
れ
ぞ
れ
2
0
名
ず

つ
計
4
0
名
の
署
名
を
戴
き
ま
し
た
｡

国
民
病
と
云
わ
れ
る
透
析
患
者
が
増
え

る
一
方
で
　
｢
腎
移
植
｣
　
は
夢
の
よ
う
で
行

き
詰
ま
り
を
感
じ
'
皆
無
に
も
等
し
い
も

の
で
す
o
　
国
民
の
理
解
を
得
る
に
は
私
た

ち
の
努
力
と
､
諦
め
な
い
国
民
の
方
々
の

啓
発
･
啓
蒙
活
動
が
ま
だ
ま
だ
必
要
で

し

ょ

う

｡

　

　

　

　

(

報

告

　

合

田

晃

)

◎
◎

5
月
2
0
日
脚
'
毎
年
'
市
民
参
加
の
祭

典
実
施
を
通
し
て
赤
十
字
活
動
を
広
く
市

民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
る
｢
伊
達
赤
十
字
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
｣

に
て
臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
を
来
場

者
に
配
布
し
ま
し
た
｡
会
場
の
　
｢
だ
て
歴

史
の
杜
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
｣
　
は
､
約

1
 
7
･
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
さ
を
持
つ
､
｢
伊

達
歴
史
の
杜
総
合
公
園
｣
　
の
駐
車
場
に
あ

る
｢
大
手
門
｣
を
く
ぐ
る
と
見
え
て
く
る
､

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
石
垣
が
融
和
し
た

建
築
物
で
す
｡
様
々
な
分
野
の
舞
台
公
演

に
対
応
可
能
な
大
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
､
講

堂
･
視
聴
覚
室
な
ど
'
各
種
講
演
会
･
会

議
･
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
'
市
民
に
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
｡
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
全
館
が
会
場
と
な
っ
て
'
1
 
0
時
の

開
場
と
と
も
に
大
勢
の
家
族
連
れ
が
詰
め



掛
け
ま
し
た
｡
管
理
栄
養
士
や
薬
剤
師
に

よ
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
､
看
護
師
が
担
当
す

る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
'
即
売
バ
ザ
ー
や
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
'
大
人
も
子
供
も
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
｡
　
(
報
告
　
川
本
　
充
)

◎
◎

9
月
2
3
日
の
日
曜
日
'
買
物
公
園
に
集

合
し
臓
器
移
植
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま

し
た
o
　
約
2
千
枚
の
臓
器
提
供
意
志
表
示

カ
ー
ド
と
色
と
り
ど
り
の
風
船
を
配
り
ま

し
た
｡
今
年
は
1
0
月
末
に
行
わ
れ
る
腎
移

植
医
療
講
演
会
の
案
内
状
も
同
封
し
ま
し

た
o
　
当
日
は
怒
り
で
肌
寒
か
っ
た
せ
い

か
'
祝
日
に
も
関
わ
ら
ず
､
人
通
り
が
少

な
く
感
じ
ま
し
た
.
1
緒
に
配
っ
た
風
船

も
手
伝
っ
て
お
子
様
連
れ
の
方
や
若
者
も

喜
ん
で
受
け
取
っ
て
く
れ
ま
し
た
｡
興
味

を
も
っ
て
受
け
取
ら
れ
る
方
'
何
か
わ
か

ら
ず
と
り
あ
え
ず
受
け
取
で
b
れ
る
方
'
無

視
し
て
通
り
す
ぎ
る
方
な
ど
様
々
お
り
ま

し
た
が
､
1
時
間
ほ
ど
で
全
部
配
り
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

臓
器
移
植
に
よ
る
治
療
は
､
誰
か
が
臓

器
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
成
立
し
ま
す
｡
臓
器
の
提
供
に
つ

い
て
は
'
臓
器
を
｢
あ
げ
た
い
｣
　
｢
あ
げ

た
く
な
い
｣
　
と
い
う
両
方
の
気
持
ち
が
あ

り
ま
す
｡
ど
ち
ら
の
気
持
ち
も
尊
重
さ
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡
そ
の
た
め
に
は
'

受
け
取
ら
れ
た
方
が
少
し
で
も
臓
器
移
植

に
対
し
て
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
'
で
き

る
だ
け
多
く
の
人
が
意
思
表
示
カ
ー
ド
を

所
持
し
､
臓
器
提
供
に
か
か
る
意
思
表
示

を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
｡
今

回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
は
今
迄
の
勉
強

会
や
懇
親
会
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
充
実

し
た
ひ
と
時
で
し
た
｡
参
加
さ
れ
ま
し
た

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
｡

(
報
告
　
柳
瀬
　
英
樹
)

鍵

Qb)*e)415

オ
卒
閲
附
温

｢
移
植
体
験
を
語
る
｣

1
 
0
月
7
日
旧
､
午
前
1
 
0
時
か
ら
北
見
市

総
合
福
祉
会
館
と
午
後
2
時
か
ら
網
走
市

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
2
会

場
で
北
見
地
方
腎
友
会
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
腎

友
会
主
催
の
　
｢
オ
ホ
ー
ツ
ク
腎
移
植
懇
談

会
｣
　
を
開
催
し
ま
し
た
｡

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
に
暮
ら
す
腎
不
全
患

者
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
々
を
対
象

に
'
腎
臓
病
の
治
療
の
一
つ
で
あ
る
腎
移

植
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
､
移
植

さ
れ
た
方
々
か
ら
体
験
談
を
お
聞
き
す
る

た
め
に
､
こ
の
腎
移
植
懇
談
会
開
催
の
運

び
と
な
っ
た
｡
札
幌
の
病
院
で
2
度
の
腎

移
植
を
経
験
し
た
道
腎
移
植
者
協
議
会
の

松
浦
信
博
会
長
を
は
じ
め
'
2
人
の
移
植

体
験
者
が
腎
移
植
の
手
順
や
注
意
点
な
ど

を
紹
介
し
た
｡

北
見
会
場
は
約
4
0
人
'
網
走
会
場
は
約

4
0
人
が
参
加
｡
松
浦
会
長
は
'
道
内
で
は

年
間
5
0
件
の
腎
移
植
の
例
が
あ
る
こ
と

や
'
国
内
で
は
腎
臓
摘
出
時
の
体
の
負
担

が
少
な
い
内
視
鏡
手
術
が
普
及
し
て
い
る

他
'
保
険
の
適
用
で
費
用
を
抑
え
ら
れ
る

な
ど
'
腎
移
植
を
し
や
す
い
環
境
が
整
っ

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
｡

参
加
者
か
ら
　
｢
長
年
透
析
を
受
け
て
い

る
が
､
今
か
ら
移
植
を
し
て
も
大
丈
夫

か
｡
｣
と
の
質
問
に
対
し
'
松
浦
会
長
は
｢
勝

脱
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
が
'
移
植
後
に

き
ち
ん
と
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
｡
｣
　
と

説
明
し
'
｢
ま
ず
は
病
院
で
相
談
す
る
事
｡

必
ず
道
は
開
け
ま
す
｡
｣
と
､
呼
び
か
け
た
｡

又
'
娘
の
腎
移
植
を
検
討
し
'
夫
婦
で
訪

れ
た
佐
呂
間
町
の
女
性
は
｢
思
い
の
ほ
か

難
し
く
な
さ
そ
う
で
､
勇
気
が
出
て
き
ま

し
た
｡
｣
と
､
話
し
て
い
た
｡



=
h
.
時
間
の
座
談
会
も
参
加
者
の
質
問
等

で
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
｡

(
報
告
　
浅
見
　
恭
行
)

道
南
　
∵
ー
_

｢
″
始
め
一
で
の
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
｣

道
南
腎
協
は
今
年
度
よ
り
個
人
加
盟
の

｢
道
南
腎
友
会
｣
　
と
組
織
の
改
名
を
行
い
'

9
月
3
0
日
道
南
腎
友
会
と
し
て
､
初
め
て

の
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
計
画
い
た

し
ま
し
た
｡

と
こ
ろ
は
函
館
近
郊
の
森
町
日
帰
り
温

泉
施
設
ち
ゃ
つ
ぶ
林
館
で
す
｡
集
合
場
所

よ
り
'
ち
ゃ
つ
ぶ
林
館
の
大
型
送
迎
バ
ス

で
ゆ
っ
た
り
､
車
窓
の
大
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
総
勢
2
3
名
と
特
別
参
加
の
孫
ち
ゃ

ん
一
人
お
し
ゃ
べ
り
人
形
の
　
｢
ゆ
め
る
｣

君
も
ち
ゃ
つ
ぶ
林
館
に
到
茄
｡

秀
腰
駒
ヶ
岳
を
眼
の
前
に
大
沼
湖
'
小

沼
湖
は
満
々
と
水
を
た
た
え
パ
ノ
ラ
マ
の

様
々
に
広
が
る
山
々
は
'
紅
柔
に
は
少
し

間
が
あ
る
よ
う
で
し
た
が
'
日
頃
､
病
院

と
自
宅
を
往
復
す
る
参
加
者
に
と
っ
て
心

が
大
き
く
広
が
る
思
い
で
し
た
o

昼
食
ま
で
の
間
､
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽

し
む
人
､
ゆ
っ
た
り
温
泉
に
浸
る
人
､
ち

な
み
に
私
は
ロ
ビ
ー
で
国
会
請
願
署
名
を

集
め
､
2
0
分
ぐ
ら
い
の
間
に
4
0
筆
も
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
0

1
 
2
時
'
大
広
間
に
集
ま
り
､
会
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
食
事
を
し
な
が
ら
自
己
紹
介
'

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
'
カ
ラ
オ
ケ
で
自
慢
の
喉

を
披
露
｡
初
め
て
の
行
事
で
し
た
が
'
和

気
あ
い
あ
い
と
し
て
楽
し
い
雰
囲
気
で
し

た
｡

1
人
1
､
2
0
0
円
と
い
う
格
安
の
会

費
の
中
'
お
弁
当
'
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
競

晶
､
参
加
者
に
夢
セ
ン
ベ
イ
　
(
透
析
患
者

用
)
　
の
お
み
や
げ
､
入
浴
'
大
型
バ
ス
送

迎
つ
き
と
い
う
の
で
す
か
ら
最
高
で
す
｡

あ
る
参
加
者
か
ら
　
｢
来
年
も
や
り
た
い

ね
｡
｣
　
の
声
が
-
-
帰
り
は
運
転
手
さ
ん

の
ご
厚
意
で
参
加
者
が
楽
し
み
に
し
て
い

た
大
沼
名
物
'
鯉
の
あ
ら
い
の
直
売
所
の

鯉
屋
さ
ん
に
寄
っ
て
い
た
だ
き
､
我
家
へ

の
お
み
や
げ
を
ゲ
ッ
ト
｡
本
当
に
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し
た
｡

(
報
告
　
堀
川
　
礼
子
)

旭

川

　

-

｢
第
1
回
き
ょ
く
じ
ん
文
化
祭
｣

-
透
析
患
者
の
作
品
展
示
会
I

日
月
1
 
2
日
脚
～
2
2
日
㈱
､
旭
川
地
方
腎

.

.
)
た

友
会
の
初
の
催
し
と
し
て
､
旭
川
市
の
北

)
p
･
)
い
し
)

彩
都
病
院
-
階
ロ
ビ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
o作

品
を
展
示
し
て
下
さ
っ
た
会
員
･
家

族
の
皆
様
､
ご
来
場
下
さ
っ
た
皆
様
､
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡
ま
た
'
会
場

を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
北
彩
都
病
院
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

旭
川
地
方
腎
友
会
会
長
　
野
原
寿
二
氏

ご
挨
拶
よ
り

｢
こ
の
文
化
祭
は
'
旭
川
地
方
腎
友
会
の

会
員
と
そ
の
家
族
の
皆
様
の
作
品
を
一
堂

に
会
し
た
展
示
会
で
す
｡
週
3
回
の
透
析

治
療
を
し
な
が
ら
'
ま
た
は
そ
う
い
っ
た

家
族
を
支
え
な
が
ら
'
余
暇
の
活
用
や
趣

味
を
活
か
し
た
作
品
を
持
ち
寄
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
｡
こ
の
日
々
の
活
動
を
仲
間

や
市
民
の
皆
さ
ん
に
観
て
頂
く
事
で
､
新

た
な
目
標
や
精
勤
意
欲
が
わ
く
事
を
'
ま

た
仲
間
の
作
品
を
見
る
事
で
勇
気
づ
け

ら
れ
た
り
自
身
の
活
動
意
欲
も
か
き
立

て
ら
れ
る
事
が
出
来
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま

す
｡
｣



南
腎
友
会
事
務
局
長
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井
　
紀
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私
は
8
年
前
か
ら
'
週
3
回
の
血
液
透

析
を
受
け
て
い
ま
す
｡

3
0
歳
の
と
き
に
腎
炎
を
患
い
7
カ
月
ほ

ど
札
幌
医
大
第
二
内
科
病
棟
に
入
院
し
'

腎
機
能
も
4
割
程
度
ま
で
に
快
復
し
た
の

で
退
院
｡
そ
の
後
'
2
0
数
年
は
'
食
事
　
(
特

に
塩
分
)
　
に
気
を
つ
け
て
き
ま
し
た
｡

と
こ
ろ
が
人
生
と
は
'
順
調
に
行
か
な

い
も
の
で
す
｡
人
工
透
析
を
始
め
る
2
年

前
か
ら
体
調
が
悪
く
な
り
､
2
週
間
に
1

回
の
通
院
し
て
い
た
が
､
あ
る
日
突
然
､

職
場
へ
通
勤
し
よ
う
と
ネ
ク
タ
イ
を
付
け

た
ら
腹
痛
に
苦
し
み
歩
く
こ
と
が
'
困
難

で
妻
に
毎
日
､
自
家
用
車
で
送
迎
し
て
も

ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡

‥
ま
も
な
く
､
医
師
か
ら
腎
機
能
が
低
下

(
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
7
咽
)
　
し
て
お
り
透
析

導
入
で
1
週
間
3
回
の
地
方
か
ら
の
遠
距

離
通
院
が
大
変
に
な
る
こ
と
を
告
げ
ら
れ

る
｡

透
析
施
設
病
院
に
近
い
と
こ
ろ
に
住
居

を
と
'
妻
と
話
合
い
そ
の
近
く
に
土
地
･

建
物
を
求
め
ま
し
た
｡
ま
た
'
勤
務
先
も

変
え
て
も
ら
い
ま
し
た
｡

希
望
通
り
転
勤
と
な
り
ま
し
た
が
t
 
L

か
L
t
企
業
(
金
融
機
関
)
　
は
甘
く
な
い
C

希
望
転
勤
の
付
帯
条
件
と
し
て
'
役
付
手

当
カ
ッ
ト
で
し
た
o
　
重
い
病
　
(
腎
不
全
)

と
勝
朕
癌
で
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
そ
の
よ
う

な
条
件
で
し
た
の
で
'
精
神
的
･
肉
体
的

に
立
ち
直
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
｡

4
月
転
勤
し
て
'
1
2
月
に
透
析
導
入
と

同
時
に
勝
耽
癌
を
内
視
鏡
手
術
に
よ
り
取

り
除
き
6
カ
月
毎
の
検
診
と
な
り
ま
し

た
｡

透
析
に
も
慣
れ
な
く
へ
マ
ト
も
低
く
毎

日
の
勤
務
生
活
が
'
苦
し
い
の
で
'
こ
の

辺
で
辞
め
よ
う
か
と
悩
み
ま
し
た
｡

定
年
退
職
ま
で
あ
と
3
年
ほ
ど
あ
り
､

そ
れ
ま
で
何
と
か
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
も

頑
張
ら
な
き
ゃ
-
-
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
て
お
り
ま
し
た
.

そ
の
頃
'
腎
友
会
な
る
も
の
の
存
在
を

知
り
､
内
容
も
解
ら
ず
勧
め
ら
れ
る
が
ま

ま
に
入
会
し
ま
し
た
｡
退
職
後
､
会
の
行

事
に
積
極
的
に
参
加
し
た
ら
通
院
先
の
会

の
会
計
を
仰
せ
つ
か
り
'
そ
し
て
'
道
南

腎
友
会
の
事
務
局
と
道
腎
協
の
幹
事
を
2

年
間
勤
め
'
現
在
､
道
南
腎
友
会
の
事
務

局
長
を
ま
か
さ
れ
て
い
ま
す
｡

全
腎
協
や
道
腎
協
の
役
員
の
方
が
頑

張
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
､
私
た
ち
末
端
の

個
々
の
病
院
の
腎
友
会
が
し
っ
か
り
支
援

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
｡
そ

う
し
な
い
と
腎
友
会
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
｡
こ
れ
は
自
分
の
た
め
の
運
動
で
す
｡

3
0
年
前
の
透
析
患
者
の
よ
う
に
'
自
分

で
命
を
絶
つ
よ
う
な
悲
し
い
時
代
に
な
ら

な
い
よ
う
'
腎
友
会
は
'
今
透
析
を
受
け

て
い
る
患
者
の
た
め
'
こ
れ
か
ら
透
析
を

受
け
る
で
あ
ろ
う
患
者
の
た
め
に
も
､
事

務
局
と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
.

こ
れ
か
ら
も
'
皆
様
の
一
人
ひ
と
り
の
力

を
お
貸
し
下
さ
い
'
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
｡



哉
轟
前
垂
捻
奇
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術
醜
L
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L
艶
掛
倒
畢
隈

雪
駄
電
工

福
留
　
夕
起
子
(
皇
*
)

｢
腎
臓
ガ
ン
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
C
｣

会
社
の
健
康
診
断
で
そ
う
言
わ
れ
た
の

が
始
ま
り
で
し
た
｡
そ
の
時
､
す
で
に

夫
を
亡
く
し
て
い
た
私
は
､
ま
だ
幼
稚

同
に
通
う
2
人
の
子
供
を
女
手
一
人
で

育
て
て
い
た
の
で
す
か
ら
-
｡

す
ぐ
に
生
検
を
受
け
'
慢
性
系
球
体

腎
炎
だ
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
｡
で
も
'

1
 
0
年
後
に
は
必
ず
透
析
に
な
る
と
-
｡

当
時
'
私
に
は
透
析
の
知
識
が
何
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
｡
だ
か
ら
'
透
析

を
受
け
る
時
間
を
1
分
で
も
遅
れ
る
と

死
ん
で
し
ま
う
-
と
い
う
間
違
っ
た
情

報
を
人
か
ら
聞
い
て
本
気
で
信
じ
て
い

ま
し
た
｡
透
析
は
恐
い
も
の
な
ん
だ
っ

て
ず
ー
っ
と
信
じ
て
お
り
'
病
院
へ
通

う
の
も
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
｡
当
然
'

1
 
0
年
も
し
な
い
う
ち
に
透
析
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
｡

食
事
'
水
分
制
限
が
思
う
様
に
で
き

ず
､
自
暴
自
棄
に
な
っ
て
い
ま
し
た
｡

そ
ん
な
私
に
息
子
が
'
｢
大
き
く
な
っ

た
ら
寿
司
屋
さ
ん
に
な
っ
て
マ
マ
の
大

好
き
な
寿
司
を
い
っ
ぱ
い
食
べ
さ
せ
て

あ
げ
る
｡
｣
と
､
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
｡

私
は
､
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
｡
自
分
が
こ

ん
な
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

悲
観
し
て
自
分
の
郵
し
か
見
え
て
ま
せ

ん
で
し
た
｡
な
の
に
'
息
子
は
ま
だ
こ

ん
な
に
小
さ
い
の
に
私
の
部
を
考
え
て

く
れ
て
い
た
の
で
す
｡
そ
れ
ま
で
､
自

分
の
人
生
い
つ
死
の
う
が
好
き
な
事
を

し
て
暮
ら
し
た
い
'
太
く
短
く
=
･
と
夫

剣
に
思
っ
て
い
た
考
え
も
改
め
ま
し

た
｡

今
､
透
析
を
始
め
て
9
年
た
ち
ま
し

た
｡
子
供
た
ち
も
成
人
を
迎
え
ま
し
た
｡

寿
司
屋
さ
ん
に
な
る
と
言
っ
て
い
た
息

子
も
調
理
師
免
許
を
と
り
'
病
院
の
食

事
を
作
っ
て
い
ま
す
｡

立
派
に
成
長
し
た
子
供
た
ち
を
誇
ら

し
く
思
い
な
が
ら
も
'
ま
だ
ま
だ
子
供

た
ち
に
は
負
け
な
い
現
役
バ
リ
バ
リ
の

母
で
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
｡

､
'
葺
′

名
寄
市
立
総
合
病
院
(
以
下
､
市
立
病

院
)
　
に
於
い
て
'
月
水
金
の
1
部
2
部
透

析
患
者
に
つ
い
て
は
1
律
透
析
時
間
は
3

時
間
と
L
t
　
4
時
間
透
析
を
必
要
と
す
る

患
者
は
火
木
土
の
み
と
す
る
問
題
が
起
き

ま
し
た
｡
市
立
病
院
は
透
析
室
ベ
ッ
ド
数

は
2
5
床
'
血
液
透
析
患
者
は
約
8
0
名
'
医

師
2
名
､
看
連
師
1
 
2
名
で
3
部
制
で
治
療

に
あ
た
っ
て
い
ま
す
｡
担
当
医
師
は
､
透

析
に
関
す
る
話
を
し
て
く
れ
た
り
腎
友
会

行
事
等
に
械
極
的
に
参
加
さ
れ
た
り
し
て

多
く
の
患
者
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
先
生

で
す
｡

盲
腎
協
の
村
里

1
0
月
2
5
日

近
江
谷
幹
事
(
旭
川
)
　
か
ら
　
｢
市
立
病

院
で
は
透
析
効
率
を
維
持
す
る
為
に
'

血
液
虫
2
7
0
-
3
0
0
舶
/
分
に
上

げ
て
い
る
｡
名
寄
腎
友
会
は
4
時
間
透

析
を
求
め
'
名
寄
市
長
及
び
病
院
長
に

対
し
て
要
望
吉
を
提
出
｣
　
と
の
報
告
｡

1
0
月
2
9
日

道
保
健
福
祉
部
医
療
政
策
裸
を
訪
問
､

名
寄
市
の
実
状
の
把
握
と
透
析
時
間
4

時
間
は
虫
低
必
要
時
間
で
あ
る
こ
と
を

説
明
｡
担
当
者
が
医
学
的
汽
料
の
提
示

を
求
め
た
の
で
､
同
日
中
に
拙
全
腎
協

に
問
題
の
経
過
を
報
告
し
資
料
の
提
供

を
依
頼
｡

1
1
月
1
日

道
保
健
福
祉
部
健
康
推
進
課
担
当
者
が

道
腎
協
事
務
局
に
来
局
､
今
後
こ
の
間

堀
の
窓
口
と
な
る
こ
と
'
名
寄
市
で
は

現
在
検
討
中
で
あ
る
と
の
返
答
を
得
る
｡

1
1
月
2
日

拙
全
腎
協
よ
り
説
明
た
料
の
提
供
を
受

け
､
道
健
康
推
進
課
に
持
参
｡
重
ね
て

透
析
時
間
の
確
保
を
要
論
｡

1
1
月
6
日

市
立
病
院
院
長
か
ら
名
寄
腎
友
会
会
長

宛
に
要
望
苗
の
回
答
あ
る
｡
要
旨
‥
『
患

者
の
体
調
等
に
応
じ
出
来
る
限
り
の
対

応
は
す
る
が
､
ス
タ
ッ
フ
不
足
等
に
よ

り
現
状
は
止
む
を
得
な
い
｡
人
材
確
保

に
は
努
力
す
る
が
状
況
は
厳
し
い
｡
人

材
確
保
が
で
き
た
場
合
'
全
日
2
部
透

析
､
4
時
間
透
析
も
可
能
に
な
る
｡
』

1
1
月
2
6
日

道
健
康
推
進
課
に
名
寄
市
か
ら
の
報
告

P
:
及
び
触
全
腎
協
か
ら
の
追
加
資
料
を

持
参
｡
こ
れ
は
名
寄
市
だ
け
で
対
応
で

き
る
問
題
で
は
な
く
道
の
対
応
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
の
で
､
道
が
も
っ
と
積

極
的
に
こ
の
間
緒
に
当
た
る
こ
と
を
要

求
｡透

析
時
間
の
確
保
は
'
私
た
ち
の
予
後

及
び
体
調
に
合
わ
せ
た
透
析
を
得
る
為
に

も
､
必
要
不
可
欠
の
要
件
で
す
｡
今
後
も

重
大
な
関
心
を
持
っ
て
対
処
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡
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青
年
部
副
部
長
　
梅
原

孝
之
(
旭
川
)

8
月
2
5
日
と
2
6
日
の
2
日
間
に
渡
っ
て

東
京
の
大
森
で
開
か
れ
た
全
腎
協
主
催
の

｢
第
1
回
符
年
会
議
｣
　
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
｡
過
去
に
北
海
道
で
開
催
さ
れ
た
青

年
部
の
全
国
大
会
に
は
運
営
側
と
し
て
参

加
し
た
事
が
あ
る
の
で
す
が
､
本
格
的
な

参
加
は
初
の
体
験
な
も
の
で
若
干
の
緊
張

を
伴
い
'
い
ざ
ト
ウ
キ
ョ
-
へ
｡

毎
年
'
全
腎
協
主
催
で
､
辞
年
部
の
為

の
何
か
し
ら
の
全
国
規
模
の
集
い
は
行
わ

れ
て
い
る
の
で
す
が
'
今
回
は
例
年
の
も

の
と
は
少
し
方
向
性
が
違
う
よ
う
で
し

て
'
事
前
に
頂
い
た
資
料
よ
り
抜
粋
し
ま

す
と
こ
ろ
-
｢
こ
れ
ま
で
の
全
腎
協
符
年

研
修
会
は
､
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

を
取
り
入
れ
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
｡
し

か
し
､
よ
り
実
情
に
即
し
た
百
年
部
の
活

動
を
全
体
で
話
し
合
う
こ
と
を
目
的
に
有

年
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
ご
'
｢
今

回
の
百
年
研
修
会
を
第
1
回
全
腎
協
青
年

会
議
と
位
㌍
づ
け
'
実
際
に
青
年
部
で
清

掃
さ
れ
て
い
る
人
が
中
心
と
な
っ
て
青
年

部
に
つ
い
て
再
考
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

･
な
匂
ま
し
た
｡
何
か
と
ご
多
忙
か
と
は
存

じ
ま
す
が
､
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
上
､

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
'
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
.
｣
　
と
の
事
で
す
o
　
個
人
的

に
も
諸
事
情
あ
っ
て
､
あ
ま
り
｢
万
障
お
繰

り
合
わ
せ
｣
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
-
｡

こ
の
際
そ
れ
は
置
い
と
い
て
と
-
｡

さ
て
'
当
日
｡
開
催
式
後
直
ぐ
に
全
体

を
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
'
小
会

議
室
に
て
　
｢
グ
ル
ー
プ
討
論
会
｣
　
を
行
い

ま
し
た
｡
ま
ず
は
参
加
者
が
事
前
提
出
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
資
料
を
使
い
'
自
己
紹
介

を
兼
ね
た
各
地
域
の
活
動
紹
介
｡
そ
し
て

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
司
会
に
よ
り
討
論

▼

･

-

　

-

が
進
行
-
だ
っ
た
の
で
す
が
-
う
～
ん
-

｢
討
論
｣
　
と
い
う
よ
り
'
患
者
会
活
動
の

苦
労
を
切
々
と
語
り
合
う
大
会
と
化
し
て

し
ま
っ
た
感
が
-
討
論
の
薄
目
は
　
｢
青
年

部
は
誰
の
為
に
あ
る
の
か
　
(
何
の
為
に
あ

る
の
か
)
｣
　
｢
ど
う
す
れ
ば
符
年
部
の
無
い

県
に
符
年
部
が
出
来
る
の
か
｣
　
｢
ど
う
す

れ
ば
百
年
部
が
活
性
化
す
る
の
か
｣
　
の
3

点
だ
っ
た
の
で
す
が
'
あ
ま
り
に
題
目
に

沿
っ
た
討
論
に
は
な
ら
な
い
ま
ま
進
行
し

て
し
ま
い
ま
し
た
｡

｢
辞
年
部
｣
　
同
士
と
い
っ
て
も
地
域
毎

に
符
年
部
の
位
置
づ
け
に
思
い
の
ほ
か
差

が
あ
る
よ
う
で
'
例
え
ば
交
流
だ
け
を
主

に
行
っ
て
い
る
地
域
も
あ
れ
ば
､
地
域
の

患
者
会
活
動
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
よ
う

な
立
場
の
青
年
部
も
あ
り
､
そ
う
い
っ
た

違
い
が
参
加
者
の
温
度
差
と
な
っ
て
表
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
場
面
が
幾
度
か
あ

り
ま
し
た
-
0

翌
日
｡
全
参
加
者
に
よ
る
全
体
会
を
行

い
ま
し
た
｡
昨
晩
は
､
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

の
皆
さ
ん
は
遅
く
ま
で
会
議
を
'
他
の
参

加
者
は
遅
く
ま
で
自
由
時
間
を
'
そ
れ
ぞ

れ
過
ご
し
た
所
為
か
少
し
鎚
不
足
気
味
の

様
子
に
て
午
前
中
か
ら
予
定
進
行
で
す
｡

前
日
の
グ
ル
ー
プ
討
論
を
ま
と
め
た
物

を
利
用
し
っ
つ
意
見
を
出
し
合
う
と
い
う

形
で
全
体
会
は
進
行
し
ま
し
た
が
､
中
々

活
発
な
話
し
合
い
と
な
ら
ず
､
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
頂
い
た
全
腎
協
の

理
事
の
方
か
ら
　
｢
開
催
前
の
意
気
込
み

よ
り
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
｡
｣
　
と
の

l
言
を
頂
く
こ
と
に
-
｡
そ
し
て
､
つ
い

つ
い
グ
ル
ー
プ
会
議
同
様
の
苦
労
話
吐
露

大
会
に
お
ち
い
り
そ
う
な
状
況
に
､
某
百

年
部
部
長
日
く
　
｢
も
う
待
つ
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
｡
自
分
連
か
ら
変
え
て
い
か
な
い

と
　
(
若
干
意
訳
気
味
)
C
｣
　
と
の
1
言
も
.

色
々
あ
り
ま
し
た
が
'
苦
労
話
の
吐
露

も
含
め
て
様
々
な
意
見
等
々
出
ま
し
て
全

国
青
年
研
修
会
は
1
応
の
閉
幕
と
な
り
ま

し
た
が
､
某
青
年
部
部
長
日
く
其
の
弐
｢
後

は
各
自
が
今
回
得
た
も
の
を
自
分
の
地
域

で
ど
う
括
か
す
か
　
(
若
干
意
訳
気
味
)
｡
｣

と
の
事
で
し
て
'
こ
の
研
修
会
の
意
義
は
今

後
の
百
年
部
次
第
と
･
･
･
で
き
れ
ば
､
あ
た

た
か
～
い
目
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
｡

褒
め
ら
れ
て
伸
び
る
タ
イ
プ
で
す
｡
重
圧

か
か
る
と
良
い
所
が
消
え
て
し
ま
う
タ
イ

プ
で
も
あ
り
ま
す
｡
い
え
い
え
'
本
当
に
｡

兼
_
 
2
回
青
年
辞
交
流
会
の
お
知
ら
せ

平
成
2
0
年
1
月
1
9
日
､
2
0
日
'
札
幌
･

難
病
セ
ン
タ
ー
に
て
､
勉
強
会
『
し
っ
か

り
透
析
し
て
'
食
べ
て
､
運
動
し
て
'
元

気
に
な
ろ
う
!
(
仮
題
)
』
　
を
開
催
致
し

ま
す
｡
詳
細
は
後
日
､
部
員
の
皆
様
へ
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
｡
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㊨
倉
田
康
司
(
札
幌
)

重
文
油
絵
学
ぶ

城
卑
-
て
別
れ
を
せ
け
る
若
い
舟
渡
師

半
日
を
ベ
ッ
ド
に
伏
-
て
蘇
生
す
る

明
日
の
盲
活
き
活
き
あ
り
た
い

い
た
ず
ら
に
長
生
き
す
る
は
意
盈
な
-
ど

す
乙
ビ
生
死
も
た
た
か
い
の
う
ち

肩
肉
は
衣
の
下
で
冬
是

脳
や
せ
ゆ
く
も
同
i
J
と
畢
乙

見
失
の
サ
イ
レ
ン
ひ
た
ヒ
準
つ
き
ぬ

与
単
量
や
讐
た
l
瞬

死
ん
で
も
や
り
た
く
な
か
っ
た

人
工
透
析

ク
レ
ア
チ
二
ン
2
3
･
5

死
ぬ
気
だ
っ
た
尿
毒
症

2
時
間
で
復
活
､

お
か
ゆ
が
お
い
し
か
っ
た

自
分
が
感
じ
て
い
た
人
工
透
析

と
は
大
連
い
の
進
歩

先
生
に
悪
ま
れ
て
生
き
る
決
心

沈
没
す
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い

た
｡
尿
毒
症
が
ひ
ど
く
な
っ
て
も
'

横
に
な
っ
て
移
動
し
な
が
ら
仕
事
に

出
か
け
て
い
た
｡
こ
の
ま
ま
死
ん
で

も
良
い
と
い
う
意
織
が
は
っ
き
り
と

あ
っ
た
｡
む
し
ろ
こ
の
ま
ま
死
ん
で

し
ま
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
｡
だ
か

ら
'
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
の
数
値
が
上

が
っ
て
も
'
人
工
透
析
を
避
け
る
よ

う
な
気
分
だ
っ
た
｡
体
が
冷
た
く

な
り
'
い
つ
も
微
熱
が
あ
る
｡
吐
き

気
が
ひ
ど
く
頭
痛
が
す
る
｡
や
が
て

何
も
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
､
体
中
が

痛
む
よ
う
な
感
覚
で
包
ま
れ
る
｡
同

じ
姿
勢
が
保
て
な
く
な
る
｡
居
て
も

立
っ
て
も
居
ら
れ
な
い
状
態
だ
｡
や

が
て
'
苦
痛
が
遠
ざ
か
り
少
し
楽
に

な
る
よ
う
に
感
じ
た
頃
'
遠
く
に
自

分
を
呼
ん
で
い
る
よ
う
な
声
を
感
じ

た
｡
返
事
を
し
な
く
ち
ゃ
と
い
う
思

い
が
､
緊
急
透
析
に
つ
な
が
っ
た
｡

病
院
に
行
く
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
｡

医
師
に
対
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
強

か
っ
た
が
'
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

深
沢
先
生
(
改
築
中
の
N
T
T
病
院
)

は
､
娘
の
よ
う
な
年
齢
な
が
ら
冷
静

沈
着
で
抵
抗
な
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
出
来
そ
う
だ
っ
た
C
　
果
て

し
な
い
信
頼
感
が
戻
っ
て
き
た
｡
何

よ
り
も
初
見
の
判
断
が
気
持
ち
よ

か
っ
た
｡
1
時
間
後
に
は
､
緊
急
透

析
が
始
ま
り
'
そ
の
後
2
時
間
が
経

つ
頃
に
は
'
意
識
が
は
っ
き
り
し
て

き
た
｡
先
ず
'
感
じ
た
の
が
空
腹
だ
っ

た
｡
何
日
も
食
べ
て
い
な
か
っ
た
の

だ
か
ら
当
然
だ
っ
た
｡
ベ
ッ
ド
の
上

で
'
お
か
ゆ
を
3
分
の
-
ほ
ど
食
べ

た
｡
吐
き
戻
す
か
と
思
っ
た
が
'
無

事
に
収
ま
っ
た
.
透
析
の
装
置
は
'

自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
遥
か
に
清

潔
で
'
病
院
の
皆
さ
ん
は
親
切
だ
っ

た
｡
や
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

た
の
は
'
3
日
間
の
輸
血
が
終
っ
て

か
ら
の
こ
と
だ
｡
先
生
や
看
護
婦
さ

ん
の
言
葉
の
一
つ
ひ
と
つ
が
身
に
し

み
て
燈
し
か
っ
た
｡
2
週
間
が
経
つ

頃
に
は
'
心
を
入
れ
替
え
て
生
き
る

決
心
を
し
'
病
室
で
仕
事
の
こ
と
を

考
え
て
い
た
｡

透
析
が
日
課
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

仮
に
元
気
だ
っ
た
と
し
て
も
'
受

け
入
れ
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
社

会
の
構
造
は
'
透
析
を
し
て
い
る
制

限
人
間
に
は
ま
こ
と
に
不
都
合
な
こ

と
が
多
い
｡
職
場
に
気
兼
ね
な
し
に

病
院
通
い
を
す
る
の
は
難
し
い
｡
透

析
後
の
症
候
群
を
考
え
れ
ば
大
き
な

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
て
生

き
て
い
く
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
｡

目
が
経
つ
に
つ
れ
て
働
く
環
境
に
順

応
で
き
る
か
ど
う
か
を
考
え
始
め
て

い
た
Q
　
結
果
的
に
は
'
芸
者
稼
業
の

私
の
仕
事
(
都
市
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
)

は
'
比
較
的
自
分
の
都
合
で
行
動
で

き
る
の
で
何
と
か
な
り
そ
う
な
気
配

が
あ
っ
た
.
透
析
･
静
養
･
各
種
制

限
を
組
み
込
ん
だ
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心

に
言
い
聞
か
せ
た
.
自
分
の
都
合
だ

け
で
は
生
き
て
ゆ
け
な
い
の
は
明
ら

か
だ
っ
た
｡

ど
ろ
ん
ま
ん

(
土
倫
満
)



8月8 E]層生労働大臣感謝状の臓器移植推進功労者推薦

状(道E:5協推既　北海道透析医会会長　大平先

生を道担当者合田主査に推薦､受理される
10E] CKD市民シンポジウム当日配布物道新吉EB様

に発送
16日　第2匝】運営会議･組織検討委員会案内文書郵送
17日　"医療通信"莞18号　郵送

18日　全腎協油井会長･金子副会長と札幌腎友会鈴木

会長･福原副会長と道腎協J胴寸会長･堀井相談
役･三上会計･垂木事務局長との懇談会

19E] CKD市民シンポジウム開催　700名参加

21日　全腎協に役員研修会講師派遣のお願い郵送

22日　腎キT,ンぺ-ン協力要請書を道庁､札幌市､腎

バンク､移植ネットワークに持参(巨木)

9月4Ej　全胃協､ JPA署名用紙､家族のBチラシ発送

5 B　斡キT,ンぺ-ン実施の各地域腎友会へ報道関係

の資料郵送
7日　"せんじんきょう"卜b223　発送

13日　"どうじん"卜b116号発送

21E]第2回フロック会議案内書､活動状況報告･ZI

(7月～9月)郵送

28E]第2回運営委員会･組織検討委員会報告書発送
10月3日　"せんじんきょう" rb223声のテープ　メール

倭にて発送
CKD市民シンポジウム新聞掲載記事　全腎協､

各県胃協へ発送
13E]第63回フロック会議　33名出席

14日　役員研修会(講師(社)全腎協常務理事　栗原

紘隆氏) 40名参加

18日　社会保障ガイドブック2007年度版　地域幣友

会･役員に発送
23E]第63回フDツク会議報告吾　発送

29日　道庁訪問　医務薬務課(厚生労働大臣感謝状の

件) ､医療政策課(名寄而立総合病院の時間短
縮化の件) ､保健福祉課(後期高齢者医療制度
の件) (巨木)

3コE] (社)全腎協栗原常務理事に短時間透析の弊害に

ついて讃料を要請
11月1 E]道庁にて北海道透析医会会長大平先生の厚生労

働大EE表彰(喜木)

道庁医療政策課　名寄而立総合病院の透析時間
短棺の件回害に来局

2 E] (社)全胃協栗原常務理事から短時間透析の弊害

について讃料を受領

道庁訪問　健康推進課岡村主幹に透析時間に関
する盗料提出(萱木)

4 E]十勝地方腎友会幹事会(掛札会長代行､垂木)

6日　"せんじんきょう"卜b224　発送

7日　お正月飾り申込案内　各地域腎友会に発送

-22-

事
務
局
通
信

■
お
知
ら
せ

㊥
第
6
4
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

日
時
　
平
成
2
0
年
4
月
_
 
9
日
也
～
2
0
日
;
n

場
所
　
ホ
テ
ル
ユ
ニ
オ
ン
　
4
F
　
雪

札
幌
市
中
央
区
南
3
粂
西
1
 
2
丁
目

㊥
第
3
1
回
定
期
総
会

日
時
　
平
成
2
0
年
6
月
1
日
脚

場
所
　
滝
川
市
で
開
催
予
定

㊥
腎
友
会
滝
川
ク
リ
ニ
ッ
ク
透
析
者
の
会

平
成
1
 
9
年
1
 
0
月
3
 
1
日
を
以
っ
て
解
散

致
し
ま
し
た
｡

■

道

腎

協

は

1

1

月

1

2

日

1

｢
平
成
2
0
年
度
診
療
報
酬
改
定

(
改
定
率
)
に
つ
い
て
の
要
望
書
｣
を

内
閣
稔
理
大
臣
に
提
出

こ
れ
は
'
透
析
の
診
療
報
酬
が
こ
れ
以

上
下
が
ら
な
い
よ
う
に
､
診
療
報
酬
改
定

の
点
数
を
決
定
的
に
左
右
す
る
｢
診
療
報

酬
改
定
率
｣
を
決
め
る
内
閣
に
対
す
る
働

き
か
け
で
､
全
腎
協
を
中
心
に
全
国
の
腎

友
会
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
｡

平
成
1
 
8
年
度
診
療
報
酬
改
定
で
は
､

3
･
1
 
6
%
に
も
及
ぶ
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
.
透
析
治
療
は
診
療
報
酬

に
よ
り
治
療
内
容
が
大
き
く
左
右
さ
れ
て

き
た
経
緯
が
あ
り
'
特
に
広
域
･
過
疎
地

域
を
多
く
抱
え
る
北
海
道
で
は
､
現
行
診

療
報
酬
で
も
医
師
･
ス
タ
ッ
フ
不
足
に
よ

り
閉
鎖
さ
れ
た
り
治
療
時
間
の
削
減
に
追

い
込
ま
れ
る
施
設
が
出
現
し
て
い
ま
す
｡

_
国
血
董
配
願
署
名
(
全
腎
協
と
1
P
A
)

も
う
提
出
さ
れ
ま
し
た
か
?
　
-

私
た
ち
の
医
療
と
福
祉
を
後
退
さ
せ
な

い
た
め
'
是
非
ご
協
力
下
さ
い
｡

パ
ル
け
W

⑳
⑳
⑳
⑳

来
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
'

透
析
診
療
報
酬
改
定
は
当
事
者
の
私

た
ち
透
析
患
者
が
声
を
上
げ
な
け
れ

ば
'
ま
す
ま
す
負
担
と
透
析
の
質
の

問
題
を
私
た
ち
に
突
き
付
け
て
く
る
｡

そ
の
中
で
､
各
地
か
ら
の
た
よ
り
は

前
向
き
だ
｡
こ
の
大
変
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
'
皆
さ
ん
の
お
仕
事
や
家
事
､

日
々
の
小
さ
な
取
り
組
み
に
も
'
創

造
と
喜
び
の
天
使
が
舞
い
降
り
ま

す
よ
う
に
｡
ち
ょ
っ
と
早
い
け
れ
ど
､

メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
､
そ
し
て
良
い

お

年

を

=

:

　

　

　

　

　

　

　

(

福

原

)

‥

幸

.

i

.

･

〟
ど
う
じ
ん
″
1
1
6
コ
ち

(
初
秋
O
P
)
　
P
2
 
1
ほ
っ
と

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ー

ナ
-
に
短
歌
を
掲
載
い
た

だ
い
た
怠
E
E
]
さ
ん
の
お

名
前
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
C
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
o誤

　
倉
田
　
康
次

正
　
恵
田
　
康
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刑引ポイント至近弛-ル実施も'一

器%礎遠⑳
1得されたポイントは.次のPL入時から利用できます｡

エルビスは､皆様に不足しがちな

栄養成分をバランスよく配合した

栄兼ドリンクです｡

l柴暮tt能*晶l

内容JL 50nlI/瓶

1日のEl安JL 1本

麺珍顧鋲療
画室]　層
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1汚3悪恕　日日1 1}{叶

皆様のカラグを健康に保つために

イ井せてご利用ください｡

肋エルビス株式会社
〒533-0033大阪市束淀川区車中由1丁目18 27

還0120-3931578
(受付)平日9 00-lB OO､土･日.祝休業

1-iTIJ 06-4809-5575 (24■JqJE付)

I1-Jq elpis@joy.ocn.ne.jp
FfE7Ⅶ http //www 1 2 ocn.ne.jF'rE'lpIEl/

皆古手かJSの翁億rJ

風邪を引かなくなったという体紫談を読んで.そうい

えば私も去年から熱を出して壌込むような風邪は引

いていないなとおもいましたo例年､熟が出て､しかも

なかなか治らない風邪をもらっていたのですが｡これ

もエルビスのお味かなとおもいました｡エルビスを利

用する2年前までは足のツリなどがあったのですか､

今は体調もよく.とくに闇宅はありません｡

辞岡Dt　女性　68浪　速析歴7年
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エルビスを飲み始めて､ 1ケ月くらいで効果が出だしたo iI

飲用前は.透析の終わる30分節くらいになると血圧

が急に下がり､足首から膝にかけてケイレンが埼矧こ]

ぉきていました｡それが､足はツラないわ､血圧の下5.

がUも少なくなるわ､と透析がすっと楽になりましたo lJl

=ルビスの人に電話したら.早<楽になれてよかった　◆

ですね､と親身で重んでくれたこともうれしい｡

北海道　男性　60歳　透析歴5年
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主人は糟尿をこじらせて3年前に透析に入りました｡

エルビスのパンフレットにあるケイレン､血圧低下､倦

怠感､貧血､便秘､不整脈など､すべてがあてはまって

いましたので,半年前から利用をはじめましたoお蔭

様で､歩くことは出来ませんが､前よりはちょっと元気

になった気がしますo足のケイレンが減ったことと,負

欲が少しでてきました｡まだまだですが､昨E]ひさしぶ

リに笑い声を聞くことができましたo (奥様談)

兵庫県　男性　73歳　透析歴3年
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他のドリンクを何年か飲んて℃lましたが､エ)i/ビスの

方が栄暮成分の内容が充実していると思ったので替

えました｡飲み始めて4ヶ月､ヘマトがすごく上がって

貧血が改善したことに感激しています｡足もツラなく

なったと感じています｡昼間は立ち仕事をしているの

ですが､疲れも以前ほどではないですC飲み味もよい

し､これからすっとエルビスを続けようと思っていますo

愛嬢gR　女性　52歳　透析歴16年
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私も､お勧めいたします.莞

社団法人
滋賀県腎臓病患者福祉協会

会長　上田　友久

私とも協会では､総会･役員会･各種勉

強会など会員が集まる機会に皆様に｢カ

ルフェロ｣ ｢マルチ20｣ ｢スーパー30｣を

お勧めいたしております｡多くの会員

の方が愛飲されており､お元気でお過

ごしですo

是非　皆様にもお勧めします｡
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製造者/滋臼県製薬株式会社

芳uJC130新発売キャンペーン平成1 9年1 2月末日まで

≡約-30(.箱5｡本人｡)頑二闇票Ltl望塾, (垂)ぉ乱用(.,本人｡)

mfdl 0,5触105?,許e琵㌫㌫お乱キルペーン

定期お届けコース

継続してお兄い上げの方に､さらに
おトクなコースもごさいます｡
喜羊しくlまお問い合わせ下さい｡

天然しカル二テン含有

カルフェロ

儀へ一夕食品株式会社
〒53l -0071大阪而北区中Il!116-28

TELO6-6371-71 1 1

鮎こ◆1,1馳

豊富な栄養成分で大好評
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